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【第一章】








　陽光や冷気で本が傷んでしまうことのないように緻密な計算のもとで配置された書棚は、今日も普段と同じ静謐さで佇んでいて、ここにいる者の心の安寧に大きく寄与している。

　実際、多くの研究員や近隣の住人の憩いの場となっているこの図書館を、司書補のひとりであるエミリア・バーティスもまた、気に入っていた。

（……大変。もう夕刻だったのね）

　王都の外れに位置する大聖堂から、日没が近いことを知らせる鐘の音が聞こえてきて、エミリアは脚立の上で、はっと我に返った。

　遠くの地平線に隠れ始めた橙色の太陽の光は、今はまだジュナヴィス王国で唯一の国立図書館にたっぷりと降り注いでいる。だが、夜の帳が降りるのも時間の問題だろう。

　何かに集中すると周りが見えなくなってしまうのは、彼女の昔からの長所でもあり、短所でもある。

　今も、図書館長に頼まれた書棚の整理に精を出していたところだが、ふと気づけば、指示されていた医学と薬学のエリアを大きく通り過ぎ、図書館の最奥にある歴史書のエリアの中ほどにいたのだった。

　白の開襟ブラウスに、濃紺の簡素なワンピースタイプのスカート。シンプルながら汚れも目立つ司書補の制服が、まだきれいなままであることにほっとする。あまり人に触れられる機会のない書物たちは、かなりの確率で埃をかぶっているのだ。

　意外に肉体労働が多い仕事ということもあり、多少の汚れはやむを得ないとわかっているが、やはりお気に入りの制服は、できるならきれいなままで身につけたい。

（……それに、もしかしたら今日あたり、またここに《あの人》がふらりと来てくれるかもしれないものね……）

　そんな根拠のない期待に胸を膨らませながら、せっかくだから、と、最上段の書棚の整理を終える。

「──あらあら、ずいぶん熱心に働いてくれたのね」

「館長！　すみません。私ったら……」

　時間がかかりすぎたせいだろうか。

　様子を見に来たらしい図書館長に謝罪をすれば、彼女は、いいのよ、と軽く首を左右に振る。揃いの司書の制服に黒のカーディガンを羽織り、長めの髪を片側で三つ編みにした姿は、さながら修道女のようだ。

　老齢に近い図書館長とエミリアは、ほとんど祖母と孫娘と言ってもいいほどの年齢差がありながら、《読書》という共通の趣味があることでかなり親しい間柄だ。

　エミリアが十八歳で司書補となって、早一年。つまり、ふたりの友情もおよそ一年になる。

　腰まで届く、波打つ栗色の髪。ヘーゼルカラーの瞳。少し小さめの唇。美しさからはほど遠い、地味な容姿のエミリアを「若いんだから、もう少し着飾ってもいいと思うのだけれど」などと案じてくれるのもまた彼女で、そのたびに「そんなことは……」と笑って否定するのが半ば習慣のようになっていた。

「いずれこのあたりの本の整理も順番に頼もうと思っていたの。片付けてくれて助かったわ」

　脚立から降りるエミリアに、図書館長がほほ笑みを浮かべる。

「それより、お客様がいらしてるわよ」

「お客様……？」

　誰だろう、と訝る間もなく、図書館長の小柄な体の向こうに、きらびやかな薄紅のドレスの裾が見えた。華やかな薔薇を思わせるひだ飾りのついたそれは、じゅうぶんな膨らみを与えられていて、上流階級の女性のものだと見て取れる。きゅっと絞られたウエストに、大きく強調されたデコルテラインが続く。絹糸のようにやわらかな金色の髪が、ふくらみの上で波打つ様子は、同性でも見とれてしまうほどだ。その上に乗った小さな顔は、完璧な化粧が施され、彼女の鮮やかな碧眼が際立っていた。

「ごきげんよう、エミリア。借りた本を返しに立ち寄ったのだけれど、お邪魔だったかしら」

「ルイーズ様」

　鈴を転がす声の持ち主に、エミリアは慌てて頭を低くする。

　目の前の客人、ルイーズ・リーゼンは、ジュナヴィス王国に四つある侯爵家のひとつ、リーゼン家の一人娘だ。

　エミリアの実家、バーティス家も一応《伯爵位》を賜ってはいるが、文字通り、格が違う。それにもかかわらず、ルイーズは、時々こうしてエミリアを訪ねて王立図書館まで足を運んでくる。なんでも、初めてここで彼女の対応をしたのがルイーズで、その時に薦めた本がたいそう気に入ったらしい。あいにく、エミリア自身の記憶に残っていないのだが、いずれにせよ、それ以来、エミリアよりも年上の彼女は、まるで旧知の友人であるかのように振る舞ってくれる。エミリア自身も、姉のような憧れの存在としてルイーズを尊敬していた。

「お邪魔だなんて、滅相もございません」

　そう？　と、ほんのり色づいた唇を綻ばせるルイーズは、初めからエミリアの返答を予期していたようだった。

「わたくし、あなたに借りた本がとても面白かったからお礼を言いたかったの」

　役目を終えた図書館長は、ごゆっくり、とルイーズに頭を下げ、エミリアには目礼をしてその場を去っていく。その後ろ姿を黙って見送っていると、ルイーズは鈴を転がす声で、無頓着に本のタイトルを口にする。

　言われて思い出すのは、先日、彼女がここに立ち寄った時に勧めた書物だ。それも、敵対する貴族の家に生まれた男女が出逢い、恋に落ち、そして命をかけて愛を貫く恋愛小説。

　交際に反対する両親や親戚一同を説得し、部屋に監禁されても窓から逃げ出し、終いには二人の思いの強さに両家の者も婚姻を認める。ただの恋愛小説と侮ることなかれ。しっかりと研究されたに違いない、歴史小説でもある。壮大なスケールで綴られる戦争時代の描写に、克明に記された複雑な人間心理、そして、生き生きとした当時の生活様式は読み手をぐいぐいとその世界に引きずり込むほどだった。

　エミリアは、幾度もこの本を読んでおり、何枚のハンカチを涙で濡らしたか知れない。

「楽しんでいただけて、なによりです。私も、あのお話が大好きで──」

　自分の好きな本を、勧めた相手にも気に入ってもらえれば、こんなに嬉しいことはない。つい綻んだエミリアの顔を見て、ルイーズもまた、その美しい顔に穏やかな微笑を浮かべた。

「史実に基づいたエピソードが興味深くて、それに、ふたりの深い愛に感動したわ。ねぇ、ほかに何か面白い本はないの？」

「ほかに、ですか……？」

　無邪気にそう問われ、似通ったあらすじの書物のタイトルをいくつか思いつくままに列挙すれば、ルイーズはそのすべてに「それ、読んでみたいわ」との返答をする。

　本を読みたいと言っている人の手伝いも、司書の大切な仕事のひとつだ。

　エミリアは、乞われるままにルイーズと彼女の従僕を伴って書棚を巡り、五冊ほどの蔵書を棚から取り出した。従僕は、無言のままにそのすべてを受け取り、背後に控える。

　爵位のある家庭に生まれながらも、前衛的な思想の持ち主でもある両親の教育のもと、自分でできることは自分でするように躾けられたエミリアにとって、ルイーズの令嬢らしいふるまいは、興味深くもある。

　結局、ルイーズは、片手で数えきれないほどの恋愛小説と古典文学の蔵書を借りることでやっと満足することにしたらしい。それ以外に、おそらくエミリアのもとに来る前に自身で探してきたのだろう古代語の本も一冊手に抱えていた。いくら娯楽のための恋愛小説が好きとは言え、古代語の書物の方だけは大事そうに自ら抱えているあたり、高貴な身分の令嬢の努力はたいそうなものだ、と半ば感心する。

「……あなたが勧めてくれた本も早く読みたいけれど、今夜は無理ね」

　カウンターへ向かう道すがら、後方に目を向け、従僕の腕に抱えられた本を名残惜しげに見やるルイーズに、エミリアは首を傾げた。その視線を察したルイーズが小さく肩をすくめる。

「今夜は、お母様が開くパーティーがあるの。異国を巡っていたうちの船が戻ってきたから、世界各地で手に入れた品々を披露するんですって」

「そうなんですね」

　リーゼン侯爵家が西国への独自の貿易ルートを有しているのは、有名な話だ。ジュナヴィス王国では手に入らないような珍しい品々をいくつも所有し、貴族たちに高値で売りつけているらしい。

　富と家柄。そのふたつがありながら、リーゼン侯爵家では後継者に恵まれていないこともまた、貴族たちのあいだでは知られた話だ。夜な夜な開催される夜会は、ルイーズの伴侶──リーゼン家の婿養子探しを兼ねたものだと噂されている。

「でも、いいわ。今夜のパーティーにはね、エドガー様が来てくださることになっているの」

　ふふふ、と胸の前で両手をうっとりと組み合わせる彼女は、何かを夢想するかのように宙を見上げる。

　そんなルイーズをよそに、エミリアの心臓は、ぎゅっと締めつけられるように軋んだ。

　エドガーという聞き慣れた名に。

　そして、憧れの思いを隠すことなく、──臆面もなく彼の名を呼ぶ、ルイーズに。

　けれども、ルイーズ本人はエミリアの気持ちに気づくことなく、邪気のない顔で小首を傾げる。

「エミリアも誰か素敵な男性はいないの？」

「……いえ、私は──」

「あなたってば、お声がけをいただいても、いつも断ってしまうという話じゃないの」

　たたみかけるようにルイーズにそう告げられ、エミリアは困った顔を隠すようにして書物の貸出作業に移る。けれど、貸出目録への記入など造作もない仕事で、彼女の心は、たった今ルイーズに問われた『素敵な男性』の言葉で占められていた。




　素敵な男性。

　初恋の人。

　彼は、エミリアを『妹のような存在』としか見ていない──。




　十九歳という適齢期。伯爵位としては末席ながらも、高望みしなければ、それなりの良縁は見込めるはずだ。

　けれど、エミリア本人は早々に普通の結婚を諦めていた。

　彼女の母親は、小説を読ませ過ぎたせい、と自身の放任主義を少しばかり後悔しているようだが、エミリアに言わせれば、それは結果論に過ぎない。

　縁談にもパーティーにも一切の興味を示さない娘のエミリアに、最初こそ両親は説得を試みていた。けれど、どうしても王立図書館で司書として働きたい、と願い出た時点で諦めたらしい。エミリアの兄、ふたりにとっては長男でもあるダニエルが、全面的にエミリアを支持してくれたおかげだろう。

　心配しながらも、最終的には彼女のやりたいようにさせてくれている家族に、自分は本当に恵まれている、と思う。

（だからこそ、王立図書館で働く本当の理由が、国内最大級の蔵書数だけじゃないなんて、今更言えないわ……）

　無論、国内随一の膨大な本は魅力的だ。けれど、エミリアの真の目的はそれではない。そもそも本が目的なら、とりたててお給金の良くはない司書補として働く必要もない。城下の本屋で働く方が割がいいくらいで、王立図書館は、ただ利用者として本を借りればいいのだから。

「──お待たせしました、ルイーズ様。こちら、もし気に入られたら続編もございますので」

　エミリアの貸出手続きを待つ間も、ルイーズは理想の男性と理想の結婚像について夢見心地で語っていた。けれど、自身の叶わぬ思いが辛くてエミリアが意図的に話題を変えれば、ルイーズはあっさりとそちらに興味を示す。

　カウンター越しに差し出した本のうち、一冊をぺらぺらとめくった後、従僕に視線だけでそれらの蔵書を運ぶように命ずる。ルイーズは、先ほどと同様に古代語で記された古い魔法書一冊を手に取ると、エミリアに微笑みを向けた。

「エミリア、ありがとう。では──」

「失礼！」

　用が済んだルイーズが帰ろうとしたその瞬間、バンッ、と、荒々しく正面の扉が押し開かれた。

　閉館間際で利用者は少ないながら、それでも数名残っていた研究者らしき男たちが、驚いた顔で入口に目を向ける。無論、ルイーズも従僕も、エミリアも、開け放たれた扉の方に視線を向けた。

「エディ──」

「……エドガー様！」

　咄嗟に出たエミリアの声を、ルイーズの華やかな声がかき消した。

　皆の視線の先には、ドアを塞ぐほどの圧倒的な存在感を放ち、夕陽を浴びて立つ美丈夫。

　少し長めの赤銅色の髪はオールバックにまとめられ、身につけているのは、橙色の太陽の光と見事なコントラストの真っ白な騎士団の制服。鍛えられた長身も、切れ長の鋭い目も、高い鼻梁も、天に選ばれし者だけが許される一種の神々しさを纏っている。

　エドガー・ランブリオール。

　ジュナヴィス王国の建国に尽力した家系の末裔。彼自身にランブリオール家の継承権はないようだが、その秀でた能力を遺憾なく発揮し、近隣諸国の外遊時に王太子の命を救ったことで、子爵位の勅許状を国王から賜ったばかりだ。

　二十七歳、独身。

　そして、ジュナヴィス王国白騎士団・一等騎士。近い将来に副団長の、ひいては団長の地位につくであろうことは、周知の事実。

　けれど、そんな大それた肩書きとは別に、エミリアにとってエドガーは、兄ダニエルの親友でもある。寄宿学校でルームメイトだったふたりは、互いに意気投合し、長期休暇をバーティス家の領地で過ごすのが常だった。

　ふたりが帰省しているあいだは、自ずとエミリアも彼らと行動を共にする時間があり、まだ幼かった彼女がエドガーに惹かれたのも自然な流れで。

　彼女が司書補の仕事に就いた理由も単純明快で、ここにいれば、エドガーに会える可能性が高まるからだ。実際、エミリアが司書補として図書館勤務を始めたことを知った親切なエドガーは、ことあるごとに彼女の様子を見にきてくれている。

　もっとも、それはあくまでエミリアから見たふたりの関係性にすぎない。エドガーにとって、自分は、親友ダニエルの妹にすぎず、恋愛対象になることなど天地がひっくり返ってもあり得ないだろう。

　まして、今の彼は、世間からも注目される将来有望な適齢期の男性のひとり。彼を結婚相手に、と望む声も数多上がっていて、一介の司書補のエミリアと将来どうこうなる可能性は、ない。

（エディ、だなんて、今はもうあの頃とは違うのに……）

　動揺する気持ちを押し隠し、そっとルイーズとエドガーに視線を走らせるが、二人におかしな様子はない。うっかり口走りそうになった昔懐かしい愛称に、ルイーズはおろか、エドガー本人さえも気づいていないようで、エミリアはそっと胸を撫で下ろす。

「エドガー様！　こんなところでお会いできるなんて嬉しいですわ。私、今夜のリーゼン邸でのパーティーにもお越しいただけると聞いて──」

「リーゼン侯爵令嬢。申し訳ありませんが、職務中ですので」

　露骨に秋波を送ろうとするルイーズを片手で制し、エドガーは真正面にいるエミリアを見据え、直後、辺りに鋭い視線を投げかける。普段の様子からは想像のつかない、何かを探すような彼の刺すような眼差しに、エミリアの背筋を緊張が走る。そもそも、今日のように閉館間際に慌てた様子でやってくること自体、極めて珍しいことだった。

　息こそ乱してはいないが、それでも着衣の様相からずいぶん急いでここまで来たことは容易にわかる。

「エ……、ランブリオール様。いかがなさいました？」

「リア。ここに──図書館に、蝶が飛んでこなかったか？」

「蝶……？」

　つかつかと館内に足を進めながら、一刻も待てぬといった様子でエドガーがエミリアに問いかける。そのあいだも彼の目は忙しなくあちこちを鋭く睨めつけ、寸分の疑惑さえも残すことを許さない。

　第三者がいる場ではお互いに名字で呼び合うのが習慣になっているのに、珍しく幼少期からの愛称で呼ばれたことで、エミリアの胸は高鳴った。

「そうだ。手のひらより少し小さいくらいで虹色に光っている、少々変わった蝶だ。見ていないか？」

「さあ……？　あの、ごめんなさい。そのような珍しいものは──」

「いたっ！　リア、待て！　動くなっ！」

「え!?　──あっ、キャァ！」

　いつからそこにいたのか、エドガーの言っていたように虹色に輝く不思議な蝶が、カウンターの陰から姿を見せた。

　思ったよりも至近距離だったことに驚いたエミリアが小さく悲鳴をあげ、それとほぼ同時に、エドガーが剣を抜いて全速力で彼女の元へ駆け寄ってくる。

　しかし、小ぶりな蝶の方が、動きははるかに機敏だった。

　はらはらと風に乗り、エミリアの頭上へとその身を移ろわせた蝶は、まるで彼女と戯れているかのようだ。

「リア──！」

「え、や、……エディ……！」

　咄嗟にエドガーの名を呼んだ、その瞬間。

　ぱたぱたと翅はねをくねらせてエミリアの頭上を彷徨っていた蝶は、まるで彼女の悲鳴に驚いたかのように、突然、霧散した。

　あとに残った、氷の欠片にも雪の結晶にも見える粉が、夕陽を浴びながらエミリアに降りかかる。

「──っ！」

　あまりにも現実離れした光景に、しばし、エミリアは呆気に取られた。まばたきさえ忘れていただろう。

「リア、無事か──!?」

　鱗粉がかかったくらいで大袈裟な反応をしたエドガーは、目にも止まらぬスピードで剣を仕舞うと、すぐさまエミリアに向き直った。

「あ、あの、ランブリオール様。大丈夫で──」

「待て、この痣は──？」

　両肩をしっかり掴まれ、触れられたところが熱い。それでも、なんとか瞠目する彼の視線を辿れば、胸元に見覚えのない鬱血痕が浮かび上がっている。

「何かしら。こんな痕、今朝までなかったはず……」

　昨晩の湯浴みの記憶を辿っても、今朝の着替えの時を思い出しても、こんな奇妙な紅の痕は知らない。無意識に指先で触れようとした瞬間、どこからともなく悲鳴が聞こえた。

「淫紋だわ──！」

　耳をつんざくような鋭い声が、ルイーズのものだと理解して、エミリアは反射的にそちらに視線を向ける。

　カウンターから少し離れた場所に、悲鳴を上げた彼女の姿が見える。護衛の男の背中に守られた彼女は、傍目にも明らかな様子で瞠目していた。

「いん、も、ん……？」

　耳慣れない言葉を反芻する合間に、そんな彼女をエドガーが無遠慮に抱えあげる。

　横抱きにされたのだ、と気づいた時には、エドガーは既に図書館の正面のドアに向かって歩を進めていた。

「え、待って。エディ……！　何？　いったい何なの!?」

　持っていたはずの本が滑り落ち、床にぶつかる音がした。

　自分自身が落ちることのないように男の首筋にしがみつき、いつもの敬語も忘れ、エミリアは意味をなさない疑問を投げかける。その質問にエドガーが答える前に、ドアが再び大きく開け放たれた。

「──失礼！」

「蝶は、見つかりましたか!?」

　飛び込んできたのは、息を切らせた騎士二名だった。どうやらエドガーを追いかけてきたようだが、鍛錬を欠かさない白騎士団の秀才にはとうてい敵わなかったらしい。

　せっかく追いついた部下二人を蹴散らす勢いで、エドガーはエミリアを抱いたまま、正面のドアをくぐる。大きな歩幅は安定しているが、エミリアの耳元を擽る吐息は、少しだけ乱れているようだった。

「蝶は見つけたが、リアに──、エミリア・バーティス司書補に降り掛かってしまった。至急、おまえたちふたりは団長と魔術省の元へ走り、指示を仰げ！　事態は一刻を争う」

「で、ですが──！」

　エドガーの背を追いかける二人の騎士の反論は、半端なところで終わった。それと同時に、エドガーの足も止まる。

　不審に思ったエミリアがエドガーの視線を追えば、前方には、白騎士団の団長、ドーソン・カートランドの姿があった。茜色の光の中、縦にも横にも大きな彼は、素早くエミリアに視線を這わせると、再び部下のエドガーに鋭い眼光を向ける。

「バーティス。ひとまず今夜は、その嬢ちゃんから目を離すな」

「──無論です」

「だろうな」

　ニヤリと笑った団長だが、その鋭い目が笑っていないことは、初対面のエミリアにもわかる。背後からは、下級騎士の二人が息を呑むのも聞こえた。

　何やら緊迫した空気だということは部外者でも察せられるが、事情がさっぱりわからない。

「あの……？」

　争いごとや競争が嫌いで、昔から一人で本を読んでいる方が好きだった。そんなエミリアが、ただならぬ雰囲気を恐れたことを察したのだろう。エドガーが安心させるように微笑む。

「悪い。話は俺の部屋でしよう。時間がないんだ。舌を噛まないように、黙って俺につかまっててくれるか？」

「……はい」

　言われるがままにキュッとエドガーの首にしがみつけば、エミリアだけに聞こえる声で「いい子だ」と囁かれる。

　幼い頃からずっと聞いてきた、甘やかな褒め言葉。

　ほっとしたエミリアは、そのままエドガーに抱かれ、白騎士団の寮に連れて行かれたのだった。




　王宮の敷地内に建てられた寮の三階、最奥。

　エドガーの私室と思しき部屋に辿り着き、彼に横抱きにされていたエミリアはやっと自分の脚で立つことを許された。

「エミリア。すぐに湯浴みの準備をするから、少し待っていてくれるか？　それと、身体に不調があれば、すぐに言うんだ」

「……湯浴み？」

　予想もしていなかった展開が次々と起こり、目の前の現実を理解するだけで精一杯だ。

（部屋の中で、湯浴みの用意ができるなんて……）

　扉の近くに立ち尽くしたまま、驚いて周囲を見渡す。初めて連れてこられた彼の私室は、副団長に次ぐ一等騎士という立場のせいか、一人で生活するには充分な広さだった。

　シンプルな長方形の部屋の手前には、高価ではないが古美術品アンティークらしい文机と椅子。そして、いちばんの存在感を放つ大きな四柱式寝台。大人三人でも寝られそうなほどの広さで、無造作に掛けられた布は、この国の特産品である丈夫な織物だ。全体的に青みがかった灰色で、部屋に落ち着いた雰囲気を与えている。

　さらに、その奥には煮炊き用の簡易コンロと調理台があり、お茶を淹れたり、パンを温めたりするくらいならできそうだ。

　ミニキッチンの奥、ちょうど部屋の入口から死角になるかたちで、もうひとつ扉もあるようだが、おそらくそこはトイレや洗面所だろう。エドガーがそこから大人ひとりなら使えそうな大きな盥と浴布タオルを運んでくるのを見て、そう判断する。

　うっかり不躾に部屋を見回してしまったエミリアだったが、エドガーは気分を害した風もなく、忙しげに立ち動いていた。それでも彼女に事情を説明する気はあるようで、再び口を開く。

「あぁ。もしかしたら、その鱗粉が落とせるかもしれない」

　彼は、まだ戸惑いを隠せないエミリアの目の前で、四柱式寝台のそばに盥を置いた。そして、魔法石で湯を沸かす手筈を整える。無造作に握られたそれが、かなりの大きさであることにも驚きを隠せない。

　ジュナヴィス王国でも魔法石は手に入るが、とても貴重で、大人の握りこぶしほどもありそうなサイズなどついぞ見たことがない。それをやすやすと使いこなす彼は、さすが白騎士団のエリートと言うべきか。

「さあ、そんなところに立っていないで、こっちに座ってくれ」

「待って、どういうこと？　さっきの不思議な蝶と何か関係があるの？」

　蝶という言葉に、エドガーは苦々しげな顔を見せた。エミリアが知っている彼は、いつも穏やかで優しい男だ。その彼が、にこりともせず緊迫した表情を見せていることに、言い知れぬ恐怖を覚える。

　立ち尽くしたままのエミリアは、視線だけで寝台に座るように促される。事情もわからず、ただ彼の指示に従って浅く腰掛ければ、盥を傍らに置いたエドガーがエミリアの目の前で片膝をついた。

　水を張った盥の中には魔法石が沈められていて、温かそうな湯気が立ち上る。

「リア。今更だが、白騎士団の業務は知っているな？」

　エドガーに傅かれるかたちでそう問われ、戸惑いながらもエミリアは頷いた。

「えぇ。一応。学校の授業で習った程度なら。王族の方々の護衛と城下の安全を守るのが、エディたちのお仕事なのでしょう……？」

　ジュナヴィス王国には、いくつかの騎士団が存在する。

　それぞれの騎士団にはその職務内容を象徴する色が割り当てられていて、エドガーが所属する白騎士団は、その名の通り、白がテーマカラーだ。

　白騎士団の職務は、王都と王族の護衛。一切の穢れのないその色が示すように、王にその忠誠を誓い、王城一帯の平和と秩序を守る。実際に王族の近くにいる時間が長いため、白騎士団には、貴族の次男や三男など、身元のはっきりした者たちが所属している。

　エドガーの実家も由緒ある家柄で、その起源はジュナヴィス王国の建国者とかなり近しい関係にある、と、歴史書で読んだことがあった。もっとも、彼自身は生家と折り合いが悪いようで、ほとんど没交渉という話だったが。

「そのとおりだ。そして、白騎士団の職務のひとつ──城下のパトロールの時にうちの団員が見つけたのが、あの妖しい蝶だ。商人の方は即刻取り押さえたが、どうやら隣国からの密輸品らしく仔細は明らかになっていない。ただ、裏市場で扱われていたので、念のため持ち帰った」

「裏市場……？」

　裏市場とは、城下町の中でもとりわけ治安の悪いエリアのことだ。数々の戦争の後、表向きは平和に発展を遂げたジュナヴィス王国だが、その一方で、まだ貧しい生活を強いられている者たちがいることを、エミリアも知ってはいた。

　小首を傾げる彼女に、エドガーは、刹那、血の気の引いた顔を見せた。

「淫紋が光っている……？」

　直後、ほとんど風の速さでエミリアの制服に手を伸ばす。

「リア、すまない。破るぞ！」

「──んっ！」

　彼の手が掠めた場所がやけに熱く感じられ、違和感を覚える。

　けれど、それに対する戸惑いを表す前にブラウスのレースを引き裂く音が鼓膜を震わせた。飾りボタンが弾け飛び、胸の膨らみが光に晒される。

　恥じらいの気持ちより、困惑の方が優った。それを追いかけるように、不可思議なジリジリとした感覚が腰骨を這う。

　脚のつけ根にある、普段は意識もしない秘処が、今は、やけに気にかかる。

（……何かしら？　なんだか身体の奥が、熱い……）

　もぞもぞと脚を擦り合わせるエミリアに、エドガーがはっと我に返った。

「リア……？」

「なんか、変。熱くて、むずむずする……」

　力が抜けそうになりながら、なんとかエドガーを見上げれば、鋭い双眸に見つめ返される。

「やはり淫紋だったか──」

　時によって、髪を同じ紅にも、太陽と同じ黄金色にも見える魅惑的なエドガーの瞳は、今は琥珀色に濡れていた。

　湯浴みの用意をしていた盥からは、ほわほわと温かな湯気が立ち昇るのが見える。忙しげに動いていたエドガーの手には、湿らせた浴布が握られていた。

「リア、じっとしていろ」

「──ん、……ふっ、っ！」

　熱く濡れた布でエミリアの胸元を拭うエドガーは真顔なのに、その真剣な眼差しに酩酊してしまいそうになる。

「ん、ぁ……んっ！」

　たまらずこぼした喘ぎは、広い部屋の中に消え、後に残るのは、エミリアの上擦った小さな声と荒い呼気だけだった。

　どくどくと心臓が鼓動するのに合わせ、熱い何かを押しつけられているかのような奇妙な感覚がそこから広がる。同時に、腰のあたりに馴染みのない震えを感じて、脚に力が入らない。

「ぁアっ、……エディ、や、何……これ……？」

　押し殺そうとしても唇の隙間からこぼれ落ちてしまう嬌声に、ぽろぽろと理解不能な涙が落ちる。

　表情を乱すことなくエミリアの胸元を、──左胸の淫紋を拭っていたエドガーは、やがて諦めたように浴布をそっと床に落とした。

「駄目だ、消えない」

　この恥ずかしいほどの情欲が淫紋のせいであることを、本能的に理解していた。

　それが、消えない、とはっきり言い切られ、絶望にも似た混乱がエミリアを襲う。

「やだ、そんな──……」

　嗚咽混じりの消え入る声を聞いたエドガーは、覚悟を決めるようにひとつ小さく息を呑むと、リア、と彼女の名を呼んだ。

「──誰か、付き合っている男は？」

　苦々しげな問いかけに、夢中で首を横に振る。

　そう問いかける彼こそが、エミリアの恋い焦がれる相手だと言うのに、一体、どういう皮肉だろう。

　エミリアの胸中など知らないエドガーは、安堵と緊迫感の入り混じった奇妙な表情をした後、無言のままに数回まばたきを繰り返した。彼は何やら思案している様子だが、きゅうきゅうと身体の奥深くで何かが蠢く感覚に気が散って、エミリアの方はそれどころではない。

　そうしている間にも、身体の中で得体の知れない原始的な欲望が熱く沸き立ち、渇望にも似た焦燥感に攻め立てられる。

「エ、ディ──……」

　荒い息の合間になんとか彼の名を呼べば、まるで何か覚悟を決めたようにエドガーがエミリアの視線を受け止めた。

「……今まで、自分で欲を発散したことは？」

　欲、とか、発散、とか。

　やけに遠回しな言い回しが歯痒くて、理性を欠いた頭で必死でエドガーの言わんとしていることを噛み砕こうとした。

　けれど、迫り来る渇望でぼんやりとした反応しか返せないエミリアに、彼の方が先に痺れを切らしたようだった。

「自分で性欲の処理をしたことはあるか？　淫紋なら、性的な欲求を満たしてやれば、消えるはずだ」

　淡々とそう告げるエドガーは、まるで医者が患者の治療をする時のように、真顔で彼女の瞳を覗き込む。

　一方、エミリアの方は、やっとエドガーの意図が掴め、赤面するばかりだ。

「……そんな、の……な、い」

　緊張でざらついた声は、自分の耳にさえ不快だったが、幸い、エドガーはきちんと聞き取ってくれたようで、難しそうな顔で眉間にシワを寄せる。その顔さえたまらなく魅力的で、目のやり場に困る。

「この際、仕方がないな。……では、やり方を教えるから、まず──」

　理知的なはずの声が、今はただ、歯がゆくてもどかしい。切実な情欲に支配されている自覚があれど、他には、もう為す術もなく──。

　ほとんど夢うつつのまま、自分の唇から、世界でいちばん愛しい男の名がこぼれ落ちるのを聞いた。

「……ディ、──エディ、おねが……助けて」

　大きく見開いた彼の瞳は、今度は蜂蜜色に見える。

　どさくさに紛れて、はしたないことを強請った。そんな自覚はあるのに、発言を覆す気にもなれなくて。

　打ち震える下肢には明らかな違和感があり、霞んだ頭ではうまく思考が組み立てられない。

　いずれにしても、ひとりで太刀打ちできるような生半可な欲情ではないことは、本能的に理解できる。

　助けを願ってエドガーの服を掴めば、高潔な騎士団の制服の下で、彼が小さく身じろぎしたような気がした。

　そうしている間にもまばたき二回分の時間が流れ、静寂が耳に痛く感じ始めたその瞬間。エドガーが、わかった、と小さく顎を引いた。

　その言葉に偽りはない、とでも言いたげに、エミリアの背中を彼の筋肉質な腕が抱き止める。

「今は何も考えるな。気持ちいいことだけに、──俺だけに意識を集中するんだ」

　迷いのない、切れ長の鋭い目に射抜かれ、エミリアは幼い頃からの癖で、たちまち安心してしまう。

「……ん」

　エドガーもまた彼女の身体から力が抜けたことを悟ったのか、少しだけ目元をゆるめた。眼光鋭い騎士の彼が、自分の前ではやわらかな表情を見せてくれることを、エミリアはひどく幸福に思う。

「ん、ふぅ……っ！」

　節ばった大きな手が、やさしくエミリアの左胸に触れた。赤く色づいた淫紋をかすめるようにして指先が薄い皮膚をなぞり、その刺激だけで彼女の息が上がる。

　ずり下げられた着衣は、淫らに腰のあたりでたわみ、いつの間にかスカートの裾もはだけて下肢が露呈していた。

（エディに、触られてる……）

　今までに発したこともないような鼻にかかった声は、まるで自分のものではないかのようで、いたたまれない。けれど、その中に潜む羞恥さえも感じ取ったらしく、エドガーが再びエミリアの顔を覗き込む。

「大丈夫。すべて淫紋のせいだ。思う様、乱れていい──」

　言葉だけでは足りない、と言わんばかりに、エドガーは右手でエミリアのたわわなふくらみを包み込んだ。それと同時に、彼の唇がもう一方の胸をかすめ、その先端の尖りを口に含む。ぢゅぅ、と吸われた瞬間、視界が明滅するような激しい快楽に全身を襲われ、エミリアは思わず仰け反った。

「……ぁぁあっ！　あ、エディ、そこ、なんか変……！」

　制御不能な悦楽に流されそうになり、エミリアはたまらずエドガーに助けを求める。追い縋るようにして抱きつけば、彼は胸の先端を口に含んだまま、エミリアに見せつけるようにそこに赤い舌を這わせた。

「おかしくない。女性が気持ちいいと感じる場所のひとつだ」

　愛撫の合間に告げられた事実は、エミリアも聞きかじったことのある知識ではあったが、実際に与えられる快感は想像の範疇を超えていて小さく悲鳴がこぼれる。

「だからって、……んんっ、あぁぁっ！」

　熱い舌でぐにゅぐにゅと乳頭を嬲られ、その合間に、もう一方のそれは男の乾いた指に摘まれる。やわらかさと鋭さの入り混じる刺激は甘美としか形容しようがなく、身体の奥に炎が燻るようなじれったさを覚える。

　経験したことのないようなむずがゆさをやり過ごしたくて、ただ腰を揺らし、太ももに力を入れてみても、淫熱は引くどころか、ますますその温度を上げていく。

（苦し……）

　新たに生じた生理的な涙が、視界に膜を張る。少し滲んでさえ充分に端正な顔立ちのエドガーは、エミリアの気持ちなど知らず、彼女を慮るように小首を傾げた。

「リア……？」

「もっと、……もっとして？」

　言ってしまった──。

　赤面する彼女とは対照的に、その瞬間、エドガーはごくりと小さく喉を鳴らす。

「ああ。望み通り、いくらでもしてやる」

　迷いのない声。

　胸の谷間をなぞる舌先。

　敏感になった皮膚にかかる彼の吐息に、意識を奪われる。

　ぐわりと視界が揺らいだ。次に焦点が定まったのは、エミリアを見つめるエドガーの濡れたような瞳で、その時になって初めて、彼の虹彩が普段よりも濃くて深いアンバーであることに気づく。獰猛な彼の眼差しに射抜かれ、これから彼に食されるのを待つだけの草食動物のような心持ちになり、腰が甘く震えた。

　片手であっさりとその腰を掴んだエドガーは、司書補の制服だった布をすっかり脱がせると、白い太ももに空いた手を添える。

　期待。不安。そして、渇望。

　心臓を焼くような熱を帯びた刻印が、エミリアの理性を奪う。

　一抹の羞恥と鈍い痛みに奥歯を噛み締めれば、そんな彼女をあやすように、エドガーの手がレースの下着をあっけなく破り、ざらついた指がぬるりと淫窟の入り口をかすめた。

　次いで、エミリアの秘処に覆い被さるように屈み込んだ彼は、彼女の両太ももを掴むと、足を折りたたませる。そして、顕になった淫襞を何の躊躇もなくかき分けた。

　普段は秘めたそこが、外気に晒され、ぶるりと身体が震えた。追い打ちをかけるようにエドガーの熱い息と視線を受け、その刺激だけで腰が砕けそうだ。

「……ここも、愛らしい」

「エディ、待っ──、ぁァア、そこ、ヤァ……！」

　淫核がエドガーの舌に包まれた瞬間、脳裏で星が弾けた。ふわっと身体が浮き上がる感覚がして、直後、全身の血管を沸騰した血液が巡るような恍惚が湧き起こる。

　びくびくと痙攣する太腿はエドガーの逞しい手に押さえつけられ、自由がきかない。

「や、待って、……エディ、なんか変なの、またなんか来る……！」

「──やはり、この程度では消えないか」

　何が消えないのか、彼が一瞬目を向けた先から察せられた。いや、視線を追うまでもなく、自身の左胸は火傷を負ったかのように熱いままだ。

「……んぅっ……！」

　淫紋に気を逸らされていたせいだろうか。

　ちゅぷ、と小さく水音がして、なんの抵抗もなくエドガーの指が隘路に呑み込まれる。

　未知なる感覚は、恐怖心よりも情欲を刺激し、充溢した粘膜が侵入者を歓迎するように蠢くのがわかった。

「……っ、ぁ、……エディ、──それ、熱い……！」

　先ほどまで舐め吸われていた敏感な淫核を、今度は裏側から撫でられるような感覚で、身体中の血が一気に沸き立つ。逃げ惑う余裕もないまま、指の腹で軽く押されてしまえば、その摩擦で生じた新たな愉悦が、エミリアの全身を駆け巡った。

（なに、これ、気持ちいい……！）

　与えられる快楽を逃すまいとするかのように、肉壁がぎゅうぎゅうとエドガーの指に絡みつく。

「……痛いか？」

　案ずるような問いかけに、夢中で首を横に振った。

「違うの。気持ち良くて、……も、私、からだ、おかしい……」

　舌がうまく回らない。

　途絶えながらも言葉を紡ぐと、エドガーは目尻を下げ、ふわりと微笑を見せる。その優しげな眼差しは、まるで愛する女性に対して向けるそれのようで、エミリアの心がぎゅっと締めつけられた。

「いい子だ。じきにもっと気持ち良くなれる……」

「もっと……？　──ん、んぁぁ、……やぁぁぁ！」

「ここも、女性が気持ちいいと感じる場所のひとつだ」

　ぐちゅぐちゅ、といやらしい音を奏でながら、エドガーの指が淫猥にエミリアの隘路を往復する。

　媚壁を擦られるたび、そこに生まれる熱が、さらに奥にある場所へと駆け上っていくのがわかる。

（あ、やっ……奥まで来ちゃう……！）

　抽挿が繰り返されるたびに、エドガーの指はじわじわと深い場所を暴きにかかった。

　左胸の上で熱を帯びた淫紋は、浅い呼吸に合わせて上下に揺れ、しなやかに震える。

「──ぁぁあっ、んうっ……！」

　秘処の奥で何かを探していたエドガーの指が、エミリアのお腹の方の肉壁をつついた。その瞬間、目の前で火花が散るような激しい法悦が全身を伝い、たまらず腰が浮く。

「ここか」

　確信に満ちた低い声は、なぜか満ち足りたようにも、あるいは、幸福なようにも聞こえた。

　錯覚だとわかっていながら、エミリアは一瞬の夢にしがみつきたくて、エドガーの首に両手を回す。

　甘え、媚びる仕草が恥ずかしいのに、不思議と、迷いはなかった。むしろ、淫紋の呪いのせいか、大胆な心持ちですらある。

「……リア」

「エディ……欲しいの」

　口にした途端、自身の秘処がきゅっと震えたような気がした。ナカに収められたエドガーの指のかたちを如実に感じ取り、またひくひくと隘路がわななく。

　烟った眼差しをエミリアに向けたエドガーは、何かに魅せられたように小さく喉を鳴らしたのがわかった。




　足りない。

　足りない。

　全然足りない。




　頭の中だけで浅ましくそう乞えば、それが聞こえたはずもないのに、エドガーがゆっくりと頷いた。

　名残惜しげに離れた彼は、次の動作で、あっさりとその美しい肢体を露わにする。

　まだ彼も自分も幼かった頃、兄も含めて三人で領地内の湖に行ったことがある。その時、彼の半裸を見たことはあったが、目の前のそれは、まるで違っていた。

（……かっこ、いい……）

　鍛え上げられた上腕。鍛錬の賜物の厚みのある胸板。きゅっと引き締まった腰。

　そしてなにより、彼の長身に見合う、存在感のある男の証。

　初めて見る異性の肉体に、脳まで蕩けるような淫熱に襲われる。その一方で、エドガーの肉体から視線を逸らしたくない思いもまた本音で、エミリアは無自覚に片手を彼に伸ばした。

　けれど、宙に浮いた手は、あっさりとエドガーのそれに捕獲される。そのままゆっくりと押し倒されたエミリアは、背骨でやわらかなスプリングを感じながら、自身の覆いかぶさるエドガーを見上げた。

「後悔は、──いや、愚問だな。忘れてくれ」

　切なげに視線を彷徨わせたエドガーに、エミリアもまた悲しくなる。

「エディ。お願い、助けて……」

「当たり前だ」

　敏感になった秘裂に、熱い男根が押し当てられるのを感じた。期待に打ち震える襞は、すぐさま男に絡みつき、触れ合う場所からは、くちゅ、と生々しい水音が響く。

「いいか──？」

　頷いた瞬間、陽根が隘路に突き立てられた。

「……っ、ぁぁああっ！」

　ぐちゅ、とも、ずちゅ、とも判別のつかない濁った音を、鈍い破瓜の痛みが追いかける。焼けつくような熱が結合部から生まれ、鳥肌にも似たぞわりとした感覚がそこから全身に広がった。

「リア……！」

　苦しげな声。荒い呼吸。額ににじむ汗。

　指で慣らされていたはずの淫窟は、教えられたばかりの歓びをすぐさま思い出し、エドガーの屹立に与えられる摩擦からとろけるような法悦を拾い始める。

　わななく肉襞が、雄根の凹凸を舐めるように締め上げた。途端、猛々しい屹立がくっきりと彼女のナカで存在を主張し、世界にふたりきりで放り出されたかのような幸福な錯覚に襲われる。

「あ、……ぁァ、あっ！　エディ、も、……奥がぁ……！」

　壊れる、と思った瞬間、怒張がエミリアの天頂をずくりと突き上げた。強烈な愉悦を逃がす暇もなく、ぴたりと隙間なくナカを埋められ、自分自身ですら知らない過敏な場所を隆起の先端で穿たれる。

「んんっ──！」

　ふたりの鼠径部と鼠径部がぶつかるほどにきつく、深く繋がり合い、それだけで、言葉にできないほどの快楽の波間に突き落とされる。

（──エディと、繋がってる……）

　痛みではなく、むしろ歓喜のせいで、思考が止まった。

　嗚咽が漏れ、雄芯を最奥まで咥えこんだ蜜壺が、まるで別の生き物のように蠕動運動を繰り返す。

「……すごいな」

　感嘆にも畏怖にも聞こえる声音に、逃げ出したくなるが、そうする前にエドガーの逞しい腕によってしっかりと寝台に縫いつけられた。ついで、機嫌をとるかのように額、こめかみ、と順にキスを落とされれば、驚きで生理的な涙も止まる。

　寝室での彼は、女性に対してこんなにも甘いのか──。

　一生知り得なかったはずの新たな事実に、嬉しくもなり、同時に身を切られるほど切なくもなる。

　表情が翳ったことを察したのか、エドガーは、今度はエミリアの目尻にも口づけをくれた。止まったはずの涙を舌先で舐めとるような甘い仕草に、恍惚とする。

「リア。大丈夫だから、今はただ、俺のことだけ感じてろ」

　有無を言わさぬ強い口調に、ぞくりと腰が震えた。

　いい子だ──、と耳元で囁かれ、次の瞬間、大きく引き抜かれた雄の楔は、息継ぐ間もなく、また最奥へと打ちつけられる。

「ン、んぅ……！」

　脳裏がちかちかと瞬くような衝撃は、エミリアが今までに経験したことのない代物で、全身から力が抜ける。締め付けの緩んだ隘路は、次々と湧き出す淫蜜でぬめり、ぐちゅ、と二度目、三度目の陽根の律動を受け入れた。

　熱を帯びたやわい媚肉は、まるで貪られるように幾度も繰り返し抽挿に攻められ、掻痒感が満たされていくのがわかる。

「ぁアっ、……んんっ、……ん、ふっ──！」

「まだ、だ」

　ぐいっと両膝が抱え上げられた。

　ふわりと脚が引かれる感覚に続き、反動で、やわらかな敷布に背中が押しつけられる。

　だらだらと垂れ落ちる淫液は亀裂を伝い、臀部に流れ落ちた。その冷たい感触に驚いて身をよじれば、動いた衝撃で、体内に収められた雄根の切っ先が角度を変える。

「やァ──、エディ、深すぎて……！」

「あぁ。わかるか。ちゃんとこうして、ほら、奥まで──！」

　太ももを掴まれ、おしりを持ち上げられ、ぐちゅぐちゅと淫蜜が泡立つほどに秘処を撹拌されて。自由のきかない肉体では、与えられる法悦を受け止めることしかできず、淫熱が体内でうねりを上げる。深いところを穿つ抽送の速度が少しずつ増して、同時にエドガーの呼吸もまた少しずつ荒ぶる。

（──ゃ、また、来ちゃう……！）

　何がどうなっているのかわからない。感じられるのは、自身の身体の奥深くに収められたエドガーの楔と、彼女を抱きしめる腕の逞しさだけだ。

「アァぁ、……エディ、も、──んんっ、ぁぁあああっ！」

　最愛の男の名を口にした瞬間、脳裏で何かが弾けた。

　びくんびくん、と地震でも起きたかのような衝撃が全身を貫く。それと同時に淫肉が痙攣し、決して離すまいとするかのようにエドガーに食らいつく。まぶたの裏で明滅する光に合わせ、収縮を繰り返す蜜窟は、本能のままに雄の吐精を促し、貪欲に快楽の波に溺れた。

　雄根に絡みつく充溢した肉壁が、欲望に屈し、エドガーの隆起の血管のひとつひとつまで舐めるように味わうのがわかる。

「──リ、ア……！」

　食いしばった歯の隙間からこぼれた、自分の名を呼ぶ声が、絶頂の中で揺蕩うエミリアの鼓膜を揺らした。同時に、朦朧とした意識の中、ぎゅっと締まった隘路に、自分のものとは違う熱の迸りを感じて、エミリアはうっとりと目を閉じた。







【第二章】








　就学年齢を満たすのと同時に父によって強制的に入学させられた全寮制の学校は規律が厳しく、そのおかげで、今でも日の出と共に起床するのがエドガー・ランブリオールの日課となっている。

　エドガーと寮で同室だったエミリアの兄──ダニエル・バーティスは、そんなエドガーの生活習慣を『老人じみている』と笑ったものだが、それは決して嘲りではなく、単純に彼の個性ととらえているふしはあった。

　ダニエルの飾らない人柄のせいだろう。それなりの家柄と財力が問われる、名家の子族──つまり、仲間にも敵にもなり得る者ばかりを集めた寄宿学校で、同級生の中でも、ダニエルはエドガーにとって数少ない、心を許せる友人だ。

　唯一無二の親友である彼の、明るい茶色の髪とヘーゼルカラーの瞳を思い出す。ずいぶん久しく彼とは会っていないが、記憶にあるダニエルの髪も眼も、自身の腕の中で眠るエミリアとあまりにも似通っていて、まるで咎められているような錯覚を覚えた。

　爽やかな朝日の差し込む出窓。

　小鳥のさえずりが聞こえる寝台。

　眠りの世界にもう一度エドガーを引き摺り込もうとする温かな羽根布団。

　そんないつもと変わらない朝の風景において、自身の腕の中にいる《彼女》だけが明らかに非現実的で、エドガーは、これが現実であることを確認するようにそっとエミリアを抱きしめる。

（──俺は、なんということを……）

　昨夜から明け方にかけての己の所業を思い起こし、目の前の可憐な少女に対して罪悪感がこみ上げる。

　そのくせ、自身がエミリアの処女を貫いたことに対しての後悔など、これっぽっちもない。むしろ、まぶたに焼きついた彼女の乱れた姿の数々に、再び下腹部が熱くなるのをなんとか自制する羽目になる。

　昨日、エミリアの胸元にはっきりと淫紋が浮かび上がったことには驚いたが、その後は、無我夢中だった。

　けれど──。

　敷布タオルの隙間から覗く豊かな膨らみに目をやり、複雑な紋様を描く淫紋がまだそこにあることを確認する。

　散々エミリアを貪ったにも関わらず、そしてエミリアもまた幾度も絶頂に達したにも関わらず、彼女の左胸にまだ紅の刻印があることに戸惑いが隠せない。

（どういうことだ──？）

　王族に仕える白騎士団の騎士として、世に流通している劇薬の知識も一通りは習得している。媚薬や淫紋についてもその一環で、エドガーの知る限りでは、それらはいずれも一過性の欲情を発散することで、効果は薄まるはずだった。

　学術書テキストで見た覚えのない、複雑に絡み合う紋様を指先でなぞる。蝶を思わせるそれは、今でこそエミリアの心臓の動きに合わせて小さく上下するだけだが、ただの痣ではないことは明白だ。

　くすぐったいのか、エミリアは長い睫毛を微かに震わせたが、深い眠りから覚める気配はなかった。

　込み上げる愛しさに、思わず、ひとりごちる。

「昨夜はあれほど妖艶だったと言うのに、眠っている顔は、なんとあどけない……」

　妹のような存在。

　繰り返し自分に、周囲の者に、そして彼女自身に言い聞かせてきた呪文のような言葉が、脳裏に浮かぶ。

　エドガー自身は、この国の建国者の一員として名高いランブリオール家に、末子として生まれた。妹も弟もいない。

　商才もなく、処世術にも疎く、ただただ人の良かった曽祖父。彼の代で、ランブリオール家は領地のほとんどを失い、爵位はかたちばかりのものとなっていたらしい。

　贅沢三昧の生活を脅かされたことへの反動だろうか。物心ついたエドガーの目には、実家の父や兄たちは私利私欲に走るばかりで、一切領民を顧みることもないように映った。自然、彼らとは折り合いが悪くなる一方で、追い出されるように寮に押し込まれて以来、ほとんど生家には近寄っていない。規律と規範ばかりを押しつけられる堅苦しい生活だったが、それでも、所在のない実家にいるよりずっとマシだと思っていた。

　そんなエドガーを放っておけなかったのか、十を数える頃、ダニエルに、夏の長期休みを彼の実家で一緒に過ごすことを提案された。そこで初めて出逢ったのが、まだ赤ん坊だったエミリアだ。

　長期休みのたびに、エドガーはダニエルに誘われて彼の実家に一緒に帰省した。年を追うごとに成長していくエミリアは、その頃はまだ無邪気な少女で、新たにできた妹を可愛がるように、ままごと遊びに付き合い、叱られて泣く彼女を宥め、時には読み書きを教えた。

　だが、実の兄と妹でもあるまいに、そういつまでも名もない関係が続くわけでもなく。

　卒業後、白騎士団に入団してしまえば、仕事で忙しく、伯爵家の跡取りとして領地に戻ったダニエルとは時折、思い出したように手紙のやりとりをするばかりになっていた。

　当然、妹のような存在だったエミリアとも疎遠となり、しばらくの月日が経った。

　忙しさの中で、バーティス家で過ごした時間を思い返さなかった、と言えば嘘になる。むしろ、肉体的な疲労はあれど精神的に高揚することの多い勤務のせいで、眠れない夜には、たびたび長期休みの幸福な思い出を反芻していた。




　自分によく懐いていた、あどけない妹のようなエミリア。




　それが、決して妹と見られなくなってしまったのは、彼女が王立図書館で司書補として働き始め、数年ぶりの再会を果たした日からだ。

　薄茶色の細い巻き毛は、栗色のやわらかく波打つ絹糸のように艶やかな髪に。

　薄紅色や空色のフリルをふんだんに使ったドレスは、控えめながらも女性らしいやわらかな身体を想像させるドレスに。

　泣いたり笑ったりで目まぐるしく変わる表情は、薄く化粧がほどこされた静謐な表情に。

　記憶にある頑是ない《女の子》だったはずのリアは、一年ほど前に再会した時には、すっかり妙齢の女性へと見目を変えていて──。

　ふっくらと実った胸がこぼれそうなデコルテラインに、あるいは、華奢な腰が描く曲線に、一瞬で理性を失いかけた。

　それだけでなく、膨大な量の読書に裏打ちされた博識さも、それをひけらかさない謙虚さも、司書の仕事に取り組む真摯さも、何もかもがひとりの女性としての彼女の魅力で。

　エドガーが大人になった彼女の新たな一面を知るのと時を同じくして、城内にいる独身の男の多くが恋人として、あるいは生涯の伴侶として彼女を見始めたことは間違いなかった。

　今までと比べ、白騎士団の騎士の筆記試験の結果が飛躍期に良くなったらしい。報告書らしき羊皮紙をめくりながらおかしそうにそうボヤいていたのは食えない団長で、聞きたくもないのに聞かされた情報によれば、若い騎士たちがこぞってエミリア目当てに王立図書館を訪れ、勉学に励んだおかげなのだという。

　実際、エドガーも数回、エミリアがカウンター越しに、あるいは書棚の陰に隠れて、騎士や騎士見習いに声をかけられているのを見たことがあった。止めに入ろうと思ったことは数知れない。が、その必要もなく、いずれも、エミリアはやんわりとした口調で、けれどはっきりと拒絶の言葉を口にした。

　『申し訳ありません。他言無用ですが、心に決めた方がおりますので』──そう言って一瞬だけ遠くを見たエミリアは、完璧なまでの淑女だった。

（他に、思う男がいるのか……？）

　何度も心のうちで繰り返した問いかけに、今もまた、ずくん、と心臓をひとつきされたような痛みが走り、腸が煮えくりかえる。

　それでも、想定外の結末とは言え、彼女を手に入れたのもまた事実で。

（俺を、憎むだろうな……）

　未婚の令嬢が不運から呪いの蝶の事件に巻き込まれたばかりか、その美しい肉体に淫紋まで刻まれ、挙げ句、愛してもいない男に純潔を散らされた。昨晩は淫紋の熱に浮かされてエドガーを望んだが、目覚めれば後悔に苛まれるであろうことは想像に容易い。

（もし、その相手が俺以外の男だったとしたら、八つ裂きにしていただろうな。かと言って、あんなに切なげに発情していたエミリアを、放っておくことなどできなかった……）

　一刻も早くエミリアの淫紋を解かなければならないことを思い出し、エドガーはしぶしぶ彼女を抱きしめる腕から力を抜いた。寝台から抜け出し、清潔なシャツを引っ張り出す。

　手早く身支度を済ませたが、その間もエミリアはぐっすり眠ったままだった。昨晩の痴態を思い起こし、無理もないか、と納得する。

　少しだけ悩んだ末、エドガーは早めに自室に戻るつもりで、机の上に走り書きを残した。念の為、ドアは外から施錠する。

　早々に騎士団で出世をしたおかげで、こうしてある程度は生活能力のある部屋をあてがわれていることが僥倖だった。

　直後、エドガーは騎士団長の私室のある方向に足を向けた。




「おお、ランブリオール。来たか」

　鷹揚な態度の騎士団長だったが、その朗らかな声音とは裏腹に、目は笑っていなかった。

　書棚と文机しかない騎士団長の書斎に、ふたりの男。ひとりは、この部屋の持ち主。もうひとりは、真っ黒なローブに身を包んでいることから、魔法省の役人だろうと推測する。

　ジュナヴィス王国において、魔法省に勤務する者は総じてエリートだ。生まれつき魔力を有し、それだけで将来が約束されていると言ってもいい。

「ちょうど今、例の奇妙な蝶の件で話を聞いてたところだ」

　顎でテーブルの上の羊皮紙を指した騎士団長の顔つきから、それが良くない話であることは直感的にわかった。

　促されるままに団長の隣に腰を下ろし、卓上の薄茶色の紙を覗き込む。そこには、複雑な数式や奇妙な図、それにお世辞にも上手とは言えないメモ書きがいくつか見える。

「騎士団長にはお伝えしましたが、現時点であの蝶とその淫紋については謎が多すぎます。よって我々の力だけでは治癒が難しく……」

「ちょっと待ってください！　治癒が難しい、とは一体──」

「……続けて」

　身を乗り出したエドガーを手で制し、騎士団長が続きを促す。口を挟むことを暗に禁じられたかたちで、エドガーも一度前のめりになったものの居住まいを正した。

　それでもなお、嫌な焦りでどくどくと心臓が軋む。

　彼の殺気だった様子に押された魔法省の担当は、額の汗を拭った後で、ぎこちなく羊皮紙をめくった。そして、恐る恐るといった体で、エドガーと騎士団長の顔を見比べる。

「そもそも、あの蝶は南国に存在する稀少な品種で、鱗粉に催淫効果を含んでいるのが特徴です」

　事前に知らされていた事実を復唱され、ますます苛立ちは募るが、エドガーは理解を示すために小さく頷く。

「しかし、今回、王立図書館で採取した鱗粉を解析しましたところ、そこから抽出された魔法の術式が、我々の知るものより複雑化されていました」

「複雑化──？」

　半信半疑といった様子で羊皮紙から顔を上げた騎士団長に向かって、そうです、と担当者が同意を示す。

「何者かによって、あの蝶に更に難解な術式が組み込まれてしまっています。そのため、現時点では、それを解くのが困難、という意味です。例えるなら、古文書に悪戯描きを施されているような状況ですね。それも、重ね書きされた二つの違う種類の古代語を紐解いていくような緻密な作業になります。不可能とは言い切れませんが、時間がかかるのは、致し方ないかと……」

　エドガーよりいくぶんか年上らしい魔法省の男は、ローブの袖で再び汗を拭う。

　だが、エドガーの方は、背筋に冷たい汗が伝って、息も詰まりそうだ。エミリアの置かれた状況が予想をはるかに超えるもので、指先の感覚がない。顔からも、血の気も引いているに違いない。

　そんな彼に、いたわりの眼差しを向けた担当者は、小さめの羽ペンを手に取る。

　ローブの内ポケットから取り出した羊皮紙の切れ端には、『淫紋』『王立図書館』と記されているのが見て取れた。

「そこでお伺いしたいのですが、件の司書補の淫紋は、その……どのような特徴が……？」

　問われているのが自分だと悟るのに時間を要した。戸惑いながらも騎士団長に視線を向けると、ひとつ大きく頷かれる。知っていることはすべて答えろ、という意味だとわかり、エドガーは小さく咳払いをした。

「手のひらに収まるくらいの大きさで、かたちは……蝶に似たような、なんというか左右対称です。場所は、彼女の左胸の、ちょうどこのあたりに……」

　自身の心臓を指差し、虚空に円を描きながら説明すれば、ローブをまとった男は途端に眉間の皺を深めた。メモ代わりの羊皮紙に何かを書き留めた後、深い嘆息の末、躊躇いがちに眉間を揉む。やがて、意を決したようにエドガーを直視した。

「大変言いにくいですが、その場合、その女性の命に関わると考えられますね」

「……いの、ち……？」

　さらに何かを書き足しながらも、ええ、と小さく頷く男に、一瞬で頭に血が上る。ぐわん、と視界が揺らぎ、周囲の雑音が全て遠のいた。

「淫紋は普通、女性の子宮あたりに発生します。ですが、それが心臓に近いとあれば、肉体と、……あるいは、もしかしたら生命への負担も考えられるでしょう。過去、淫紋の効果があまりにも強力で精神を病み、肉体の回復を待って記憶をすべて消し去った、という事例もあります」

「なるほど」

　神妙な顔で頷く騎士団長の対面で、ローブの男がさらさらと羽ペンを走らせるのを、ぼんやりと眺める。

　その他、数多ある淫紋にまつわる案件について団長が魔法省の男と言葉を交わすのがかろうじて耳に入ったが、その内容までは理解できなかった。

　引き続き調べてみます、と言い残し、魔術師が立ち上がり、ローブの裾を引きずりながら退室する気配がする。

　よほど慌てていたのだろう。テーブルの上に置き去りにされた薄茶色の小さな紙切れに手を伸ばせば、『淫紋』『王立図書館』の他、『忘却魔法』のなぐり書きが読み取れる。

　虚無。

　一言で言ってしまえば茫然自失の彼を制したのは、やはり人生経験豊富な団長で。

「ランブリオール！」

　普段通り、低く厳しい声で名を呼ばれ、はっと我に返る。

「あの闇市場で捕まえた男だがな、何者かに頼まれただけだと言っている。まぁ、俺の見立てでも嘘じゃないだろうな。あいつはおそらく、ただの使い捨ての駒にすぎん」

　それもまた、エドガーにも予想がついていた事実で、小さく頷く。

「で、どうする──？」

「エミリアを助けます」

　間髪を入れずに答えれば、いつの間にか立ち上がっていた騎士団長に小さく鼻で笑われる。

「ばか、ちげぇよ。そんな当たり前の話じゃなくて、真犯人の話だ。闇市場であの奇妙な蝶の売買をしていた男は、それなりに金のあるやつを相手にしていたはずだ。実際、貿易を禁じられている場所からあの蝶を持ち込んだって話だが、媚薬や麻薬の類なら貴族たちが軽い気持ちで手を出した前例があっても、あの蝶に関しては手が込み過ぎてる」

「そう、ですね……」

　図書館で淫紋の蝶を見つけた時に覚えた、かすかな違和感。見えそうで見えない、朝霞のようなその感覚に意識を集中するが、その実態が掴めない。

「何か気になることでもあるのか？」

「……あの時、何かおかしいと感じたのですが、何に違和感を覚えたのかわからなくて……」

　ふうん、と呟いた騎士団長は、何事かを思案する顔で窓の外に視線を向けた。けれど、すぐさまエドガーの方に向き直る。

「とにかく、真犯人探しは白騎士団で引き受ける。その間、おまえは特別任務だ。あの嬢ちゃんから目を離すな。真犯人が何を考えているかわからない以上、被害者をこれ以上の危険に晒すわけにはいかんだろう」

　無言のままに首肯したエドガーの決意を見て取ったのか、団長もまた、小さく頷いた。





▼▲






　すっかりくたびれた彼女が目覚めたのは、太陽が昇ってしばらく経った頃だった。

　隣にエドガーの姿はなかったが、あんなことがあって何も言わずにいなくなってしまう人ではない、という根拠のない確信はある。

　気だるさの残る身体をなんとか起こしたのが、つい四半刻ほど前のことだろうか。昨晩あれほど淫らな熱を発していた胸の痣は、狂おしいほどの淫欲を満たされたことで落ち着いたのか、陽の光のもとではただの火傷の痕に似ていた。

　役目を果たさなくなってしまった司書補の制服を着ることもできず、仕方なく、しわだらけになってしまった敷布をまとって寝台を抜け出せば、綺麗に整理された文机にはエドガーからの手紙があった。

（──手紙というよりメモ書きかしら）

　すぐに戻るから部屋で待っているように、との旨が少し乱れた筆跡で走り書きされたそれは、恋する男が自分に宛てたものだというだけで愛しく思える。けれど、同時に『万が一、人に見つかってはいけないから、外から鍵をかけていく』との文言で、急速にエミリアの頭が冷えた。

　昨晩、エドガーがエミリアと睦んだのは、あくまでも淫紋への対症療法だ。彼にとっては必要に迫られたからこその苦渋の選択で、縋るようにして情けを望んだのは自分だとエミリアも理解している。──頭では。

（『人に見つかってはいけない』……そうね、その通りだわ）

　数多の女性たちを魅了する彼の部屋で、地味な司書補が一晩を過ごしたことが明るみに出れば、責任問題だ。

　エドガーとの婚姻を望む者は多いと聞くし、実際、四大侯爵家のひとつ、リーゼン侯爵家の令嬢でさえ、彼との未来を夢見ているのだから。

　罪の意識に苛まれる。

　せめて身なりを整えたいと思うが、整理の行き届いた部屋を見回してもエミリアが羽織れるようなシャツ一枚さえ見当たらない。仕方なく、しわだらけの敷布をよりかたく身体に巻きつける。

　そろそろと素足で部屋を横断し、そっとドアノブに手をかけてみたが、抜かりなく外から施錠されているようで、がちゃりと無機質な音が響くだけだった。ため息をつきそうになった瞬間、ドアの向こうを急ぎ足で通り過ぎていく人の気配を感じ、肝が冷える。

（──おとなしくエディを待つしかなさそうね……）

　昨日から、状況が把握できないことばかりが立て続けに起こっている。少なくともエドガーの方は事情を解しているようだから、ここは彼の言う通りにする方が得策だろう。

　そう心に決めてしまえば、司書補という職業柄、部屋の一角に据えられた本棚が気になった。気分転換のため、と言い訳し、一番近くの棚に歩み寄って古書を一冊引き抜く。そして、なるべく物音を立てないように注意しながら、文机の椅子に腰を下ろした。

（エディは、あとどれくらいで帰ってくるのかしら……？）

　『すぐに戻る』と記されていたが、それがいつになるのか見当もつかない。どこへ行ったのかもわからない。

　考えても仕方のないことと、膝に乗せた本の文字を目で追おうとすれば、シーツでは隠しきれない左胸の淫紋が視界に入り、エミリアはため息をついた。

　今は落ち着いているが、あの烈火で焼かれるような渇望を思い出す。それに続く、エドガーによって与えられた法悦の数々を反芻して、こんな時だというのに頬が熱を持つ。

　淫猥な夢想のせいか、脚の付け根の奥が疼き、まだ微かに熱を持つ秘裂から、とろりとしたぬるい何かが溢れるのがわかった。

（──エディの……）

　何度も繰り返し最奥に注がれた昨晩の名残が、臀部を伝う。不快な感覚のはずなのに、最愛の男のそれだと思えば、どこか淫靡な歓びも禁じ得ない。

　身じろぎした瞬間、カチャ、とドアの向こうから硬質な音が聞こえて、エミリアは現実世界に引きずり戻された。

「リア。ここにいたのか」

　少し長めの赤銅色の髪。いつもと同じ白騎士団の制服。そして、きっちりとした格好にいささか不釣り合いなキッチントレー。

　彼の視線が、エミリアの身体に巻きつく敷布の上で止まった。

「あ、ごめんなさい。着るものがなくて……」

「いや、構わない。悪いな。そこまで気が回らなかった。新しいドレスは、すぐに用意させよう」

　エドガーの声に、どこか気まずさを聞き取る。ぼんやりとエミリアの胸元を眺めながらそう言った彼は、ハッと我に返ると、おもむろに「ところで」と会話の流れを変えた。

「その本は、面白かったか？」

　こちらに向かって歩を進めるエドガーにそう問われ、エミリアは無意識に手元の書物の表紙に目を向ける。彼の書棚から拝借したそれは、装丁の豪華な歴史書だった。

「気に入ったなら、続きも読むといい。後で感想を聞かせてくれ」

　本の虫である彼女にとっては有り難い申し出だが、今は正直、それよりも気がかりなことがある。

　エドガーの方もそれは同じだったようで、手にしていたトレーを机に置くと「食べながら話そう」と微笑みを浮かべた。

　焼き色もかたちも揃ったスコーン。その隣に添えられたクリームとジャム。絶妙な火加減で作られたオムレツ。洗い立てなのか、瑞々しく濡れた果実が数種類。

　彩りと匂いにつられて、エミリアは空腹を自覚する。

　ティーポットから慣れた調子でハーブティーを注いでいたエドガーは、いつもの『面倒見のいい兄』そのものだ。

（昨日のことなんて、気にしてない、のかしら……？）

　よくあることとは言い難いが、自分よりも年上の、しかも顔立ちも家柄も役職さえも申し分ないエドガーにとっては、女性と一晩を過ごすことなんて大したことではないのかもしれない。

　実際、なんでもない顔で朝食の準備を整えるエドガーは、昨晩の出来事などなかったかのような振る舞いだ。彼にとっては対症療法にすぎないのだから当然だとわかっているが、心が痛む。

　とは言え、彼にこれ以上の迷惑をかけるのも気が引けて、エミリアは無意識に胸元の淫紋を指先で撫でた。

「さあ、たくさん食べるがいい。スコーンか？　それともオムレツがいいか？」

「あの、……ここで食べるの？」

　勧められた料理はどれも美味しそうだが、辻褄の合わない返事をしてしまったエミリアを責めることはできないだろう。

　周りを見回すまでもなく、この部屋には文机がひとつと椅子が一脚あるだけだ。その椅子に自分が座っていては、エドガーの座る場所がない。

「ああ。悪いな。俺はこのままで大丈夫だから」

　立ったままのエドガーに、食べなさい、と差し出されたスコーンはまだ温かい。クロテッドクリームとジャムが半々でたっぷりと乗せられたそれは、充分に彼女の欲望を唆った。

　唇に寄せられた誘惑のかたまりを、恐る恐る口を開いて受け入れる。スコーンのさくりとした食感を、ぬるい熱で溶けたクロテッドクリームの濃厚さとジャムの甘みが追いかける。

（たとえ、エディの恋人でなくとも──……）

　身を切られるような切なさの中、甘やかされている自覚を持ちながら、エミリアはそっとまぶたを閉じる。

（恋人でなくとも、こうして大事にしてもらえる……）

　朝食にはいささか贅沢な、どちらかと言えば午後のティータイムのような献立は、エミリアが幼い頃から好んでいる品ばかりで。そのセレクトに、運んできたエドガーの思惑が絡んでいないはずなどなくて、年下の世話のかかる妹として、それを甘受する。

「大丈夫。自分で食べられる、から……」

　餌を与えられる雛のような心地でそう呟けば、一瞬だけ不満そうな表情を見せたエドガーは、渋々スコーンの残りをエミリアに手渡した。

　さくさくと軽やかな咀嚼の音が響く。

　途中、じっとエミリアを無遠慮に見ていたエドガーは、困ったように眉尻を下げた。

「まったく、大人の女性になったかと思えば、相変わらずだ。リア、唇についている……」

　甲斐甲斐しく妹の世話を焼く兄のような、だけど同時に、恋人に見せる特別な微笑のような、糖蜜の如く甘い態度を返される。

　エミリアの唇の端を掠めたエドガーの親指が、そのまま彼の形のいい唇に吸い込まれるのを、黙って見守った。

「甘いな……」

　舐めとったのはコケモモのジャムだったようで、一瞬だけ顔をしかめたエドガーに思わず見惚れる。

　その視線に気づいたのだろう。突然にふたりとも黙りこくったせいで、あたりに気づまりな静寂が満ちる。

　カトラリーの立てる小さな音と、時折窓から聞こえる、騎士団員たちの不明瞭な声の中、ふたりの朝食は静かに進んだ。

　エドガーが再び口を開いたのは、トレーの上の料理があらかたふたりの胃に収まった頃だった。

「ところで、『それ』のことだが……」

　ドクン、と心臓が鈍く痛んだ。

　注がれたばかりの二杯目のカモミールティーからは芳香が立つのに、リラックス効果は感じられず、むしろ指先が一気に冷えた。

　エミリア以上に傷ついた眼差しをしているエドガーに、この先の会話が良くないものであることを悟る。

「簡単に説明すると、厄介な呪いが複雑に絡み合っているらしくて、魔法省のエリートでも簡単には解けないらしい」

「……そう」

　赤みを帯びた蝶の刻印は、エミリアの白い肌の上でくっきりと映える。

「……他に、まだ何かあるの？」

　言いづらそうにしているエドガーにそう声をかけてしまったのは、過去の学習からか。

　王都に活動拠点を置く白騎士団への入団が決まった──。そう告げられた晩の記憶が、まるで昨日のことのように頭をよぎる。

　名誉なことであるはずなのに、エミリアが傷つくのを予想してか、あの時のエドガーもずいぶん気まずそうにしていた。

　年度末最後の長期休暇でエドガーが兄と帰省していた時のことだ。卒業後にどうするのか、は、それまで幾度も晩餐で話題に上がっていたのに、彼女の前でエドガーがはっきりと将来について語ったのは、あの時が最初で最後だった。

　今になれば、その手の話題に関するやりとりはすべて、男たちの時間に──父と兄とエドガーが三人で書斎で過ごしていた晩餐後に、交わされていたのだろうとわかる。

　けれど、幼かったエミリアは、卒業後、エドガーが兄のダニエルと共にバーティス家の領地に戻ってくるのだと信じて疑っていなかった。

　──無知なことに。

（エディ、あの時と同じ表情をしているわ……）

　今になればわかる。優しいエドガーは、エミリアが傷つき悲しむ未来を予見して、彼女の代わりに胸を痛めているのだろう。

　困ったように視線を逸らし、ひとつ長い息を吐いたエドガーだったが、覚悟を決めたのか、再びエミリアの視線を捉えた。

「その淫紋が消えるまで、おまえは俺の保護下に入る」

「それって……」

　そうだ、とエドガーがゆっくり頷く。少し長めのオールバックの赤髪が、その動きで、微かに揺れた。

「ひとまず、普通の媚薬用の治癒薬は預かってきた。これで少しはマシになるだろう、という話だ。それに、もし──」

　彼が、一瞬だけ瞳に情欲の烟りを見せたのは気のせいだろうか。煽られるようにエミリアもまた息を呑み、続きを待てば、その視線を受け止めて、エドガーが赤い舌をちらりと覗かせ、唇を舐めた。

「もし、また発作が起こっても、俺がなんとかしてやる」

　発作、という言葉を、エドガーがやけに言いにくそうに口にした。エミリアの戸惑いを誤解したのか、彼は安心させるように小さく微笑んだ。

「大丈夫だ。絶対に助ける」

　トクン、と拍動が騒ぎ、頬も耳も指先も一気に熱を帯びた。

「悪い、な……」

　何に対する謝罪なのか、見当がつかない。

　むしろ、謝るべきなのは自分の方だという気持ちもある。

　彼に迷惑をかけてしまう罪悪感もさることながら、それ以上に、エドガーと一緒にいられることが嬉しくて仕方がない。

「エドガー、ありがとう……」

　他人行儀な家名ではなく、愛称でもなく、彼の名を呼んだのはいつ以来か。

　久方ぶりのそれを口にした途端、蒸気で燻されるような淫靡な熱に苛まれる。

　異常事態を察知したのか、エドガーも、手にしていた白葡萄を卓上に置いた。こんな時でも、まだエミリアの世話を焼こうとしていたのか、薄皮を剥くばかりで一向に食べている気配がないのが少しおかしい。

（そういえば、エディは果物があまり好きではなかったのよね……）

　透明な果汁が滴るエドガーの指先を見て、淫靡な熱が身体の奥に燻る。

　エミリアの実家に滞在していた間、エドガーは基本的に好き嫌いなく何でも食べていたが、朝食の場で給仕される林檎や葡萄や苺などは、そのほとんどをエミリアの皿にそっと寄越すのが常だった。幼少期から果物が好きだった彼女は単純にそれを喜んでいたし、エドガーの嫌いなものを食べてあげられることが嬉しくもあった。

　咽せ返るほどの、熟した果実の匂いに、頭がくらくらする。

「どうした？」

「……からだ、熱いの」

　血が沸き立つような、心臓をぐしゃりと潰されるような、お腹の奥を焼かれるような、そんな激しく狂おしい欲情に一瞬で降伏した。

　記憶に新しい、淫靡な発作。左胸の赤い痣が鼓動に合わせて微かにうねり、期待に打ち震える蜜窟からは昨晩の残滓がとろりと垂れるのがわかる。

　羞恥で全身の力が抜け、意識が遠のきそうになったところで、強烈な甘い匂いに包まれ、直後、自分の身体がエドガーに抱きとめられたことを悟った。酔いそうな匂いは、彼の手から放たれる白葡萄のそれで、自分の顔を覗き込む彼の眼差しも相まってくらりと身体が傾いだ。

「リア……！」

　まるで予期していたかのような俊敏な身のこなしに、さすが一等騎士だと妙な感心をしてしまう。けれど、肝心のエドガーは真剣そのものだ。

　淫紋のせいか、体温が急激に上昇するのを感じた。

　自分より低めのエドガーの体温が心地よく、ほとんど無意識に彼の頬に左手を添える。その手をさらに上から包み込んだ彼は、心を痛めているようで、エミリアも歯がゆい。

　それでも──。

「お願い、エディ。触って……？」

　同意の言葉など不要で、エドガーはすぐさまエミリアを文机に座らせると、その首筋に顔を埋めた。肩を舌で撫でながら、時折、甘噛みするように歯を立てる。

　彼女の手に重なっていた大きな手は、いつの間にか胸元にあり、逡巡の末に、赤く染まった淫紋をひと撫でして、その下でぷくりと存在を主張する突起に触れた。

「──ん、ふっ……あぁ……！」

　快楽の限りを知ってしまった女体が、どこまでも浅ましく淫靡な刺激を味わい尽くす。

　その一方で、理性を手放しきれない心が、嬌声の合間に赦しを乞うた。

（ごめんなさい、エディ──、ごめんなさい……）

　愛する男に抱かれる歓びは、同時に、彼に愛されていないという現実を浮き彫りにする。

　心は繋がらないままの交合。同情。対症療法。

　どんな虚しい口実でも、触れ合う場所から伝わるエドガーの熱が嬉しくて、エミリアはすがるように彼の背中に両手を回した。それを催促と誤解した彼が、啄むように胸の飾りに唇を寄せる。

「ぁ、ぁぁん！」

　視界に入る乳嘴は、恥じらいもなくぷくりと膨れていた。エドガーの唇に咥えられ、優しく舌で舐められる様は、目を背けたくなるほど妖艶で、けれど、目を奪われるほどに高貴でもある。

　男の唾液に濡れた蕾は、やわらかな粘膜に包まれて吸われるたびに、じくじくと狂気じみた愉悦を生み出した。経験したことのないような快感をやり過ごすすべさえ知らず、エミリアはただ、下腹部に溜まる法悦に意識を奪われる。

（気持ち、いい……）

　ふわふわと揺蕩うような感覚は強烈で、すがりついていた腕に力を込めれば、途端、エドガーが案ずるような視線を向けた。

「リア？」

　大丈夫か？　と問う眼差しに、大丈夫じゃない、と訴えてしまいたい衝動に駆られた。

　自制心は崩壊し、後先を考えることなどできそうにない。

　そうしている間にも、エドガーの手は器用にエミリアの胸のふくらみを包み、親指でかたく尖った乳頭をいたぶる。

　まだ触れられてもいない秘処は、期待にわななき、とろりとした淫液が太ももを滑るのを感じた。

（我慢、できない……！）

　そう思った瞬間、口を開いていた。

「おなかの奥、熱いの。エディ、もっとちょうだい──？」

　嘘と本音の入り混じった願いに、エドガーの眼差しが苦しげに曇る。

（──好き）

　せめて心の中でだけは……、と自分に言い訳をして、思いの丈を言葉にすれば、後から後から湧き出る恋慕の情に噎びそうになった。

　彼女の気持ちに共鳴するかのように、淫紋が心臓の上で火傷のように熱を帯び、じくじくと鈍く疼く。

　逡巡。

　心配。

　そして、その奥に少しだけ見え隠れする、原始的な欲望。

　どれくらい見つめ合っていたことだろう。一瞬、妹のような存在のエミリアだけに見せる優しい微笑を見せたエドガーは、葛藤を振り切るように赤い痕に指を滑らせた。

「──こんなかたちで、そんな言葉を聞くとは、な……」

　傷ついた顔のエドガーは、それでも手早く着衣をはだけると、剥き出しのままに潤う蜜窟に、己の屹立を添えた。

「しっかり、受け止めろよ──？」

　頷いた、と思った瞬間、ずんっ、と激しく下から突き上げられる。

　鋭い楔に串刺しにされるようななんとも言えない衝撃は、すぐさま快楽に置き換わり、一瞬だけ脳裏が真っ白に染まった。

「んんっ……！」

　息継ぐ暇もなく、エドガーの男根はエミリアの秘裂から抜かれ、切なさを覚えるより先にまた根本までずぶりと挿し込まれる。

「ぁ、やァ……気持ち、い……！」

「──そうか」

　ずちゅ、といやらしい水音が響き、次の抽挿がなされた。エドガーの陰茎の凹凸がエミリアの熟れた媚肉をこすり、その甘ったるくて激しい法悦が、骨の髄まで染み渡る。

　そのままぱちゅん、ぱちゅん、と続け様に律動を与えられ、緩んだ隘路がびくびくと震える。

「ん、ふ、ぅ……！」

「足りない、か？」

　問いかけではなく、独り言だったのだろう。

　机に押し倒されていたエミリアは、朦朧とした意識の中で、ぐいと上体を抱き起こされるのを感じた。

「……エ、ディ？」

　絶え絶えの息の隙間で愛しい男の名を呼べば、返事の代わりに背中に手を添えられ、より深い繋がりを与えられる。

「──んぁぁっ！」

　悲鳴にも似た喘ぎ声。最奥に捩じ込まれた屹立。涙の滲む視界。

「ここがおまえの、──リアのいちばん感じる場所だろう？」

「やぁ、あ、……も、ぁ……っ！」

「ほら。たらたらと、ここからいやらしい蜜が滴ってきた」

　エドガーの言葉を裏づけるように、淫窟を楔が撹拌するたびに、ぱちゅん、ずぢゅ、と、卑猥な音が聞こえる。

　長大な熱杭を味わい尽くそうと、エミリアの秘肉がはくはくと収縮を繰り返す。

　隘路が締まるたびにナカの雄がその比重を増すかのようで、もう無理だと思うのに、圧迫感に呑まれるばかりだ。

「……も、むりぃ──……」

　気持ちよすぎて、お腹の奥が苦しい。

　それなのに、心臓を焼くように疼く淫紋は、満ち足りることを知らずにエミリアをけしかける。

「こっちは、まだ欲しそうにしてる」

　ふわりと目尻を下げたエドガーは、男の色気を振りまいていて、視線が絡み合った瞬間に身を切られるような切なさに襲われた。

「このまま俺を覚えればいい──」

　どういう意味だろう。

　思考力の鈍った頭では碌な返事もできない。救いを求めるようにしてエドガーと目を合わせた瞬間、ずちゅ、と再び激しい律動を与えられた。それも、今度は止まることはなく、ただただ繰り返し、深く、浅く、熱杭で蜜窟を縦横無尽に貪られる。

「んぅ、……ぁ、あぁん、っ！」

　掻痒感を満たされるような多幸感。同時に、迷宮の中を闇雲に彷徨っているような、不思議な感覚。

　お腹の奥が、熱くて切ない。

　けれど、その先に待つ原始的な解放感と快感を予見し、エミリアの身体がぎゅっとかたくなる。

　自分を抱きしめるエドガーの厚い胸板に、己の胸を押しつければ、かたく尖った先端が痛いくらいの刺激を受ける。

（来る、来る、──なんか来ちゃう……！）

　びくん、と身体が大きくしなった。腰が踊り、隘路が地揺れのように肉杭に絡みつく。

「ぁ、ぁァァアアっ──！」

　宙に放り出される感覚は、何度経験しても慣れない。高い場所まで放り出され、頭が真っ白に染まり、信じられないような幸福感に溺れる。

「……っく、……！」

　余震のように揺れる淫部の中では、押し殺した呻き声と同時にエドガー自身が精を放出するのが感じられた。

　ぴく、ぴく、と小さく幾度も男根が震える。

（私、またエディに迷惑を……）

　ゆっくりと現実に戻る意識が、容赦なくエミリアを責める。

　エドガーを直視する勇気もなく、くたりと身体を彼に預ければ、甘やかすように背中を数回さすられる。大きな手が与えてくれる安心感に、一時とはいえ、悲壮感が彼方へと消えた。

　衰えることを知らないエドガーの雄芯をずるりと引き抜かれれば、その刺激がまたたまらない。途端、心だけでなく、身体までもが空虚さを覚えて切なくなる。

「……ん、ふっ」

　繋がったのに。

　絶頂を迎えたのに。

　欲は発散したはずなのに。

「リア？　おさまらないのか？」

　問いかけと共に彼の視線が胸元に落とされ、まだ濃く色づく淫紋の存在を思い出す。

「……ん」

　はっきり肯定するのは恥ずかしいけれど、否定することもできず、曖昧な返事をする。けれど、その意図を明確に読み取ったのか、エドガーは安心させるように微笑んだ。

「大丈夫だ」

　ぽん、と頭を撫でられる感覚は、もう何年も前から知っているものだ。いつもなら落ち着くその慰めの行為も、今だけは、苦しい。甘さを増したエドガーの手つきも、まるで恋人に見せるかのような熱を孕んだ眼差しも、すべて淫紋のせいだ。そう理解しようとするのに、積年の恋心が勝手に期待と絶望を繰り返す。

「ごめ、……なさい……」




　こんな迷惑をかけて、ごめんなさい。

　甘えて、ごめんなさい。

　好きになって、ごめんなさい。




　昂った気持ちはもうぐちゃぐちゃで、謝罪の言葉に、涙と嗚咽が入り混じる。

　そんなエミリアに、エドガーはきつい抱擁を返した。

　気にするな、と囁く彼は、出来の悪い妹を宥めすかす兄のような心持ちなのだろう。

「むしろ、俺は、あの時あの場所にいたのが自分で良かったと思ってる」

　エドガーの慰めの言葉は宙に消えた。

　返事をする間もなくまた乳嘴を舌で転がされ、エミリアの左胸で、淫紋が切なく疼いた。







【第三章】








　寝不足なのか、目の下に大きな隈を作った魔法省の人間が、くどくどと言い訳じみた説明を繰り広げるのを、エドガーはただぼんやりと聞いていた。

　半月前の朝と同じ、騎士団長の私室。

　ひと目を避けるためにまだ日も昇りきらないうちに、こうして三人で顔を合わせるのも、もう何度目だろうか。

「……リオール？　ランブリオール？」

「は、失礼しました！」

　自身の名を呼ばれていたことにさえ気づかなかったことに、自己嫌悪が募る。

　けれど、彼を呼んだ騎士団長は、叱るでも呆れるでもなく「その後、彼女の様子は？」と尋ねるだけだった。何事もなかったかのように会話を続けるつもりなのは、団長なりの配慮なのだろう。

　気まずさを押し隠して、いつも厳格なドーソンを直視すれば、その瞳に労りが見えた。

　数日前の同じ時刻、同じ場所で、この世の終わりのような表情をしているな、と窘められたばかりだ。

「魔法省で処方された薬で、基本的には落ち着いています。ですが、突然発作を起こすので、油断できません。それに、発作の間隔はまちまちですが、彼女の顔色がだんだん悪くなってきている気がします」

　なるべく客観的な報告になるように苦慮しながらも、エドガー自身は気が気でなかった。

　初めて目の前の魔法省の担当と顔を合わせた時、彼女の淫紋が命にかかわる危険がある、と言われたことを思い出す。無論、そのことは、エミリア本人には知らせていない。

（……そんな残酷な現実──、伝えられるはずもない）

　今のエミリアは、自身の意志とは無関係に、強制的に発情させられているのと同じだ。心にも肉体にも計り知れない負担がかかっていることは想像に容易く、これ以上の精神的負荷などかけられようもなかった。

　一方、目の前の黒いローブの男は、発作、と何事かを考えるように呟く。

「……発情反応は不定期ということですが、催淫効果をもたらすきっかけになる《トリガー》が組み込まれていることはわかったんです。ただ、肝心のその言葉がさらに別の術式で書かれているせいで、解読にはまだ時間がかかりそうで……」

　そう言って苛立たしげに羽ペンの先で羊皮紙を叩く。

「どこだったかなぁ……。古い書庫、同僚に借りた書物……いや、違うな」

　エドガーと騎士団長が固唾を呑んで見守る中、カツカツ、と羊皮紙がペン先で叩かれる音だけが部屋に響く。

「古代文字で書かれてた珍しい本だったことは、間違いないんですが──」

　その瞬間、エドガーの脳裏に閃光が走った。

「王立図書館、ではありませんか？」

　あの日、王立図書館で見かけた古代文字の記された古めかしい書物。傷んで変色したそれを抱えていた女性がひとりいたことを思い出す。

「王立……？　ああ！　そうか、そうです！　王立図書館、うん、間違いない！」

　喉のつかえが取れた、とばかりにうんうんと頷いた魔法省の男は、瞬く間に卓上に散らばった紙を片付けた。シワが寄るのも構わず、ひとまとめにして小脇に抱えると、挨拶もそこそこに退室する。早速、王立図書館に向かうのかもしれない。

　その後ろ姿を見送り、ドーソン騎士団長がやれやれと深く息をついた。

「……リーゼン侯爵令嬢」

　ぽつりと呟いたエドガーのひとりごとを耳聡く聞きつけたドーソンが、露骨に眉根を寄せる。

「侯爵令嬢？」

　怪訝そうな顔の彼を気にせず、エドガーは無意識に立ち上がった。

　ずっと抱えていた違和感の正体が、はっきりとわかった瞬間だった。

　古代文字で記された魔法書を大事に抱えていた令嬢。あの時、彼女はエドガーよりも先に、エミリアの胸元の痣の正体が《淫紋》であることを見破っていた記憶が蘇り、その理由となるひとつの可能性に思い至る。

（まさか、リーゼン侯爵令嬢がこの件に関わっているのか……？）

　興奮が抑えきれず、部屋中を闊歩しながら仔細を捲し立てるエドガーに、団長はただ静かに耳を傾けていた。

　図書館を去る時、最後に見た彼女の顔色が悪かったこと。翌日から、エミリアを案じてたびたび見舞いを申し出ていること。

　話を黙って聞いていたドーソンは、なるほど、と小さく相槌を打った。

「実は、こっちも少し収穫があってな。闇市場で、金髪碧眼の若い女性の目撃情報があった」

「リーゼン侯爵令嬢は、金髪で、瞳の色も青だったはずです」

　知ってるよ、と鼻で笑った騎士団長は、ドアの近くに佇むエドガーに胡乱な視線を向けた。けれど、自身の厳しい顔を正面に据えても動じない部下に、ドーソンの方が訝しげに眉を寄せる。

「おまえ、物騒なこと企んでるんじゃないだろうな？」

「──彼女に直接話を聞きます」

「やめとけ」

　あっさりと一蹴されたが、エドガーとてここで引き下がるつもりは毛頭ない。だが、そんな彼の気持ちなどお見通しだとばかりに、ドーソンはエドガーを睨めつけた。

「──ったく。頭脳明晰で、ふだんは腹が立つくらい要領よく仕事をこなしてるくせに、あの嬢ちゃんが絡むんだ途端、そのざまか」

　まだ明確な証拠があるわけじゃないだろう、と諭す騎士団長に、エドガーはぐっと拳を握った。

「しかし、こうしている間にもエミリアが──！」

「それはそうだがな。相手は、侯爵家だ。迂闊なことはできないだろう」

　歯噛みするが、ドーソンの言う通りだ、と理解もする。

「わかりました。それでは、別の方法を取ります」





▼▲






　テーブル代わりの書斎机に、丸い白パンとたっぷりのバターとブルーベリーのジャム。ふわふわのオムレツに、果物が数種類。

　そして、隣には、天板に寄りかかるエドガー。

　文机で朝食を食べることにも、エミリアの好きなものばかりが揃えられた贅沢な朝の光景にも、ここ半月ほどのあいだに慣れてしまった自覚がある。

　それだけではない。

　淫紋の発作さえなければ普通に生活できるのに、心配性のエドガーが甲斐甲斐しく世話を焼いてくれることにもすっかり慣れた。彼は、まるで蜜月のように彼女のそばを片時も離れず、絶えずエミリアを甘やかすのだ。

（この生活が終わったら、もとの生活で満足できなくなりそうだわ……。いいえ、それより、そもそも私、もとの生活に戻れるのかしら？　もしも、このまま──）

　ふいに脳裏をかすめる不安に、エミリアは食べかけのパンを皿に戻した。無意識に俯けば、左胸にはくっきりと淫紋が浮かんでおり、憂鬱な気持ちになる。

　そんな彼女の様子に気づいたのだろう。エドガーは、手にしていたティーカップをそっとソーサーに戻すと、場の空気を明るくするかのように「エミリア」と彼女に声をかけた。そして、恋人を甘やかすように、頬にかかった長い髪を耳にかける。

「今日は、遠乗りにでも行かないか？」

「遠乗り？」

「ああ」

　予想外の誘いに目を丸くしたエミリアに、エドガーはふわっと目元を綻ばせた。それは、昔からエミリアが落ち込んでいる時に彼が見せる優しい微笑で、一瞬で温かな気持ちにさせられる。

「でも、──」

　魅力的な提案だが、最初にエドガーに攫われるようにしてこの部屋に来て以来、エミリアは一度もここから外に出ていない。エドガーが彼女の身を案じていたためでもあるし、エミリア自身、淫紋の発作がいつ起こるかわからない状況で人前に出る勇気は持ち合わせていなかったためでもある。

　幸い、エドガーの私室は充分な広さで、生活に必要なものはすべて揃っている。部屋に籠もりきりでも困ることがなかったことも、理由のひとつだ。

　エミリアの逡巡を見て取ったのか、エドガーが最後のパンのひとかけらを咀嚼すると、もう一度微笑んだ。

「遠乗りと言っても、俺が普段、ひとりになるために出かけている秘密の場所だから、ひと目は気にしなくていい」

「……秘密の場所なのに、私を連れていってもいいの？」

　思わず口をついて出た、素朴な疑問。しまった、と一瞬だけ狼狽えたエドガーが、小さく咳払いをする。

「まあ、その、……リアは特別だ。──俺にとっては、妹みたいなものだからな」

　『特別』という言葉に跳ね上がったエミリアの心臓だったが、『妹』と言われたことで、氷の刃で突き刺されたかのような痛みを覚える。

（馬鹿だわ、私ったら。わかっていたことじゃないの──……）

　肉体的に距離が近づいたことで勘違いしていたが、自分はもともと、エドガーにとっては恋愛対象にはなり得ないのだ。

　──そしてそれは、きっと、一生続く。

「リア……？」

　案ずるようにエミリアの顔を覗き込むエドガーの表情に、邪な気持ちなど一切読み取れない。あるのはただ、純粋にエミリアを妹として心配している、見慣れた兄の顔だ。

（……この関係は、一時的な対症療法に過ぎないのに）

　寝台の上で、彼の瞳に情欲の色を感じたのも、おそらく経験値の足りないエミリアの勘違いに過ぎないのだろう。その証拠に、淫紋のせいだけでなくとも気が狂いそうなほどに彼を欲する自分とは違って、エドガーは自身の気持ちなどついぞ表に出したことはない。まるで恋人に見せるような甘い態度も、彼にとっては妹を庇護する行為の延長に過ぎないのだと思えば、納得できる。

「……遠乗り、行ってみたい」

　せめて彼が期待する妹のふりを──。その一心で、震える声でそう言えば、予想通り、エドガーが安堵して微笑を浮かべた。




　初めて会った彼の愛馬のマルセルは美しい黒鹿毛で、穏やかな気性のようで、初対面のエミリアを背に乗せるのに嫌がる素振りを見せなかった。

（──エディが一緒に乗っているのだから、当たり前かしら）

　エミリアを背後からしっかりと抱きしめるエドガーに、振り返るようにして一瞬だけ視線を投げかける。それに気づいた彼は、何か勘違いしたのか、大丈夫だと安心させるように微笑んだ。

　淑女教育の一環で、エミリアにも乗馬の経験はある。けれど、彼女を誘って白騎士団の厩舎へと足を向けたエドガーは、迷うことなく二人乗り用の馬具を用意するように馬丁に言いつけた。

　それから、彼に促されるままにマルセルに乗せられ、次の瞬間、背中にエドガーの体温を感じていた。

　まるで恋人同士の遠乗りのような状況に、自然と頬が火照る。赤くなった顔を見られたくなくて、せっかくの機会だと言うのに下を向けば、視界に入るのは、これもまたエドガーによって用意された蜂蜜色のドレス。──淡い赤黄色は、寝台での情欲を孕んだ彼の瞳を連想させ、羞恥が募る。

　そのせいだろう。半刻ほどで到着すると聞かされていたが、実際のところは、それよりも短い時間に感じられた。

「さあ、着いた。この辺でいいだろう」

　まるでエドガーの言葉を理解したかのように、マルセルが歩みの速度を落とし、やがてゆっくりと立ち止まった。辿り着いたのは、王城の北部に位置する、あまりひと気のない区域だ。

「……きれい」

　辺りを見回し、思わずそう呟いたエミリアに、ひと足先に地に足をつけたエドガーが得意げな顔を見せる。

「そうだろう？」

　森に隠され、守られているような、静かな湖畔だ。

　冴え冴えとした青空のもと、深緑の木々の隙間を縫って日の光が降り注ぐ。透きとおる湖面はきらきらと光り、どんな宝石よりも美しい。

　抱き抱えるようにしてマルセルから降ろされれば、久しぶりに自分の足で踏む土の感触が、予想していた以上に解放的で心地良かった。

　ドレスの裾が汚れることを心配しつつ、嬉しさにつられてわざと数歩足踏みをし、久方ぶりの大地を踏みしめる。草の匂いに、胸をくすぐられる。

「こいつに水を飲ませてくるから、少し待っててくれるか？」

　こくりと頷くエミリアに向かって満ち足りた笑みを浮かべ、エドガーは慣れた調子でマルセルを岸辺へと連れていく。たっぷりと水を飲ませ、近くの木にロープを結びつけるのを幸せな気持ちで眺めていると、視線に気づいたらしいエドガーが「俺たちも休憩しよう」と提案した。

　用意周到なことに、敷布と簡単なティーセットも持参していたらしい。手早く快適なピクニックの準備をするエドガーを驚きの眼差しで見つめれば、とうの本人は魔法石で火を起こしながら可笑しげに笑った。

「ずいぶん熱心に見つめてくるな」

「あ、ごめんなさい。えっと、……準備がいいな、と思って」

「騎士団の野営訓練で鍛えられたからな。これくらい、造作もない」

　敷布の上にふたりで並んで座り、魔法石で沸かしたお湯で淹れたペパーミントティーをいただく。携帯用容器に敷き詰められた焼き菓子をつまみながらのお茶会は、まるで本の世界で垣間見た恋人たちの逢瀬のようで、嬉しいような哀しいような切ない気持ちにさせられる。

「良かった。少し顔色が良くなったようだ」

　そう言ってエドガーがほっとした表情を見せたのは、お茶を飲み終え、焼き菓子もあらかたなくなった頃合いだった。

　それまで湖の方を眺めていたはずの彼は、隣にいるエミリアの顔を覗き込み、おくれ毛を耳にかけてくれる。

　慣れた仕草は、彼女が小さい頃から繰り返されてきた親密な態度のひとつだ。恋心を自覚したての頃は、その動作のひとつひとつに心臓を跳ねさせたものだったが、彼の方に他意がないこともわかりきっていた。

　今も、純粋に『妹のような存在』のエミリアを案じてくれているのだと、理解する。

　それでも、抑えきれない恋慕の情を少しでも隠したくて、エミリアはそっと顔を伏せた。

　どこか居心地の悪い沈黙が、ふたりを包む。

　遠くから聞こえる鳥の囀り。風で葉と枝が揺れる気配。乱反射する水面。

「エミリア、……その──」

　ふいに名前を呼ばれ、おそるおそる顔を上げれば、エドガーはエミリアと同じくらい戸惑いの表情を浮かべていた。

「……いや、悪い。なんでもない」

「何の話？」

「いや。今はまだいい。リアにかけられた魔法が解けてからにしよう」

　ずくん、とまたエミリアの心臓が悲鳴をあげた。

　思い出すのは、数日前、書棚から本を借りようとした時にエドガーの文机で見つけてしまった、羊皮紙の切れ端。走り書きで、誰の文字なのか判別はできなかったが、『淫紋』『王立図書館』のキーワードから、それが自分に関わることなのだろう、と察せられた。

　その下には、ただ大きく矢印が描かれ、『忘却魔法』の言葉が記されているのみで。

（この一件が落ち着いたら、私は忘却魔法で記憶を消されるのかしら……？）

　断片的にエドガーが漏らす内容から、今回の淫紋の件がジュナヴィス王国の外交にまで影響を及ぼす可能性があることは知っている。そんな大掛かりな事件に関与した自分は、記憶を抹消されるのだろうか──。

　あり得ないと言い切れない、と、エミリアは、どこか冷静な頭で納得した。

　けれど、エドガーを慕う心がそれを嫌がる。

（恋人になることは叶わなくても、せめてエディと過ごした時間を忘れたくないの──）

　無意識に、きゅっと左手を胸にあてがう。

　そこにある淫紋は、赤く色づき、不安と恐怖に苛まれるエミリアの心臓の動きに合わせて小さく震える。

「……リア？」

「エディ、身体が熱い──」

　これは嘘ではない、ときつく目を閉じながら、必死で言い訳する。

　病は気から、とはよく言ったもので、エドガーに不調を訴えた瞬間から、エミリアの身体は急速に熱を帯び始めたようだった。それも、今となっては馴染みのある、あの気も狂わんばかりの淫靡な業火を体内に感じる。

「発作か……」

　立てるか？　と問うエドガーに、小さく頷く。

　どくどくと早鐘を打つ左胸が、焼けつくように熱い。早くもいやらしい蜜を滴らせ始めた秘処も、切なく疼く。

（王城まで、我慢できるかしら……？）

　マルセルには負担をかけてしまうが、一刻も早く王城にあるエドガーの私室に戻りたい、と切望する。

　呼吸が荒くなり、目尻にうっすらと涙さえ浮かぶ。

　そんな彼女の様子を誰よりも早く理解したエドガーは、はっとした顔をした直後、その瞳の色を深めた。情欲の気配をまとう彼もまた、まるで淫紋の影響を受けているかのようだ。

「つかまって」

　ほとんど支えられるようにして立ち上がる。そのままマルセルの方へ向かうのかと思ったが、なぜか近くの大木の陰に押しつけられた。

「エディ……？」

　欲しい、欲しい、と身体中の細胞が叫んでいるかのようだ。朦朧とする意識の中、なんとかエドガーに呼びかければ、彼の熱い吐息を首筋に感じた。

「ここでする。リア、スカートをたくし上げて」

「──でも、……ぁ、っ！」

　エミリアの躊躇は、エドガーが柔らかなドレスの布地越しに太ももに触れた瞬間、宙に消えた。

　おずおずとドレスの裾を持ち上げれば、それに釣られるように彼の大きな手が彼女の脚を伝い上っていく。じわじわと核心部分に近づく感覚に、恍惚と羞恥でめまいがする。

（恥ずかしいけど、エディが欲しい……）

　脚を隠していた布地がすっかり持ち上がり、好きな男に愛でられることを覚えた浅ましい淫窟が外気に晒されれば、その間近でエドガーがふわりと甘く微笑んだ気配がした。

　いつの間に屈み込んだのだろう。そう訝る余裕もなく、彼女の足元に膝をついた彼に、下からすくい上げるように見つめられる。その突き刺すような鋭い瞳に、強い欲望の色を見た気がして、エミリアの腰が自然と震えた。

「よし、いい子だ」

　ご褒美、とでも言いたげに、エドガーのやわらかな唇が、期待に打ち震えるエミリアの蜜口にやさしく触れる。

「っ、あぁ……！」

　普段は秘められた場所が、あろうことか、こんなに明るいところで愛する男の眼前に晒されている。その事実で、頭が沸騰する。

　けれど、エミリアの動揺などお構いなしに、エドガーは二度、三度、と繰り返し左右の淫襞を舐め上げるからたまらない。

「──んぅ、……ぁあっ！」

「リアのここは、愛らしいな。舐めれば舐めるほど、とくとくと甘い蜜を滴らせる……」

「……恥ずかしい、からぁ……」

　真っ赤になっているであろう顔でエドガーに不満の眼差しを向ければ、今度は愛おしげに小さく笑われた。その呼気さえ、エミリアの敏感な雌芽にかかり、それだけで卒倒しそうなほどの快楽が全身へと迸る。

「案ずるな。ここにはリアと俺しかいない……」

「んぅ、っ、ぁぁあっ！」

　泥濘をエドガーの舌が往復するたびに、ぴちゃ、ぴちゅ、と淫猥な水音があたりに響く。さっきまでの静寂が嘘のようで、鼓膜までおかしくなりそうだ。

「ほら、リア、わかるか？　ここ、こんなにびくびく震えて──」

「ぁ、ん、……ァあっ！　あ、──エディ、それ、気持ち、い……！」

　ぐずぐずに溶けた隘路に、ぐちゅ、と何かが挿し込まれたのを感じた。

　熱く、やわらかく、そしてやさしくも大胆にナカで動くそれが、エドガーの舌だと理解するのに時間がかかった。霞みがかった視界に、たくし上げた自身のドレスの裾と、エドガーの赤銅色の髪がぼんやりと見える。

（う、そ……、そんなとこまで──！）

　挿し入れられた舌は、滴る蜜を舐め尽くすかのように深く奥まで進むと、次の瞬間、ずるりと蜜壺の入口へと引き戻る。綻んだ媚肉を擦りあげられる愉悦は至上のもので、膝から力が抜ける。

　バランスを崩しかけたエミリアは、今度は太ももと腰をエドガーに押さえつけられたことで、自由を奪われた。

「……あぁ、こちらもか──」

　充溢し、むき出しになった雌核が、ひやりと冷たい風に吹かれた。その刺激に、声にならない声を上げた途端、膨れた肉芽が熱くぬめる何かに包まれる。

　蕾から脳髄まで。あるいは、蕾から趾の先まで。

　火に焼かれてもこれほどではないだろう、と思うほどの激しい淫熱が全身を走った。隘路がぎゅっと締まり、最奥にあるいやらしい蜜を絞り出すように蠢くのがわかる。

「やァ、待っ……エディ、それ、気持ちいい。いいの──！」

　わかってる、とでも言いたげに、太ももに置かれた右手が彼女をさする。そうしながらも、エドガーは絶えず彼女のぷくりと膨らんだ陰核を舌でくすぐり、やさしく押しつぶし、左右に舐め転がす。

「んっ、ぁぁあ、や、……エディ、指、だめ、変になっちゃう──！」

　じゅぷ、と濁った水音が聞こえたような錯覚をした。

　いやらしすぎる自分の身体に戸惑いながらも、快楽を貪るように腰が振れるのを止められない。突き立てられたエドガーの指を締め上げる隘路は、まるで別の生き物のようだ。

　ぐちゅ、と根元まで埋められた指が、媚肉をナカから撹拌する。あまりの快感に耐えきれず、無意識に爪先立ちになれば、一度は引き抜かれたその指が、今度は二本に増やされて最奥に押し込められた。

「ぁぁあああっ！　や、エディ、……も、奥、……だめぇ！」

　悲鳴に近い懇願も、長年エミリアを知っているエドガーの前では意味を成さなかったのだろう。

　びくびくと震える蜜壺のナカをよりいっそう丁寧に、しつこく掻き混ぜられ、蜜を掻き出すように擬似的な抽挿を与えられて。それだけでも気が狂いそうにいいのに、恥じらいも忘れてかたくなった淫蕾を舌で扱かれれば、ひとたまりもない。

　何か来る、と思った直後、燻っていた淫靡な熱がうねりをあげて放出した。

「んんぅ、ぁあ、……っ！　エディ──！」

　身体が大きくしなり、脳裏で火花が散った。

（──達いっちゃう……！）

　剥き出しの淫核は小さく震え、媚襞が追随するようにはくはくと収縮する。蜜壺の中は蠕動し、そこにあるはずのない雄の気配を探して本能のままに蜜を滴らせるのがわかった。

　背中にあたる、ごつごつした木の幹の感覚さえ夢のようで、ふわふわとした高揚感に包まれる。

　荒い息をなんとか整えながらエドガーに視線を向ければ、彼はまだ彼女の足元に膝まずいたまま、どこか翳りのある瞳でエミリアを見つめ返す。

「……もっと、して」

　それ以上の言葉は必要なかった。

　立ち上がったエドガーは、自身のトラウザーズの前を寛げる。一瞬、ちらりと見えた彼の欲望は猛々しく、その生々しい光景にエミリアの心臓が跳ね上がった。

「リア──」

　秘処に充てがわれた熱杭は、濡れたエミリアの蜜口を難なく抉じ開けた。寝台でされるのとは違う角度で楔が肉壁に挿入され、欲を放ったというのにまだ熱を持つ隘路は、いつもと違う部分を擦られる。

「ん、ふぅ……ぁ、あぁっ！」

「リアのナカは、いつも焼けそうなほど熱い」

　気づかぬうちに腰に添えられていたエドガーの両手が、快楽で力を失った彼女を支えた。

　彼の意図を理解したのは、雄芯を深く挿し込まれてからだった。

　身長差を埋めるためか、エミリアの身体は足が地面に触れるか触れないか程度の位置まで抱き上げられており、根元まで余すことなく呑み込んだ彼の男根が最奥を抉る。それも、自重でみっちりと隘路を塞がれてしまえば、快楽を逃がすすべもない。

「んんぅ、……そんな、奥、まで……こんなの、知らな……っ」

「リア、掴まれ」

　エドガーの言葉に、考えるより先に身体が動く。

　不安定な体勢ながら、彼の両肩に腕を回せば、次の瞬間、深く穿たれて背中にごつごつとした樹木の凹凸を感じた。痛みはなく、むしろ、立て続けに与えられる楔の律動による快感が勝る。

　雄芯の先端の隆起した部分が、飢えを満たすように、エミリアの弱い場所を重点的に攻め立てる。そこは、エドガーと夜を共にするまで彼女自身でさえ知らなかった弱点で、摩擦されるたびにびくびくと蜜襞が震える。

「気持ち良すぎて、俺の方がおかしくなりそうだ──」

　かすれた声でそう言われ、エミリアの理性がふわふわと恍惚の波に押し流される。

「……いい。おかしくなって、いいから……」

　容赦なく最奥に屹立を突き立てられ、逃げることもできずに法悦の限りを甘受しながら、エミリアは小さな声でささやく。その睦言に、エドガーがはっと息を呑むのがわかった。

（──今だけ。お願い、今だけは、せめて……）

　泣きそう、と瞼の裏の抑え難い熱を自覚する。ぎゅっと目を閉じた瞬間、じわりと涙が込み上げ、あわてて瞬きをすれば、見上げた空はどこまでも碧くてふわりと身体も心も宙に浮いたような錯覚を覚えた。

「まったく。リア、きみは男を煽りすぎだ……」

　小言のようでいて、どこか甘やかな叱りの言葉は、エミリアの鼓膜に直接注ぎ込まれた。

　けれど、エミリアのどんな悪戯や我儘も、最後にはエドガーが受け入れてくれるのがふたりの常で。

　今回もまた、困ったように一瞬だけ微笑んだエドガーは、次の瞬間、濡れたような瞳の色を濃くし、彼女のナカを占有する自身の熱杭をずるりと引き抜いた。

「……ん、ふ……ぁっ、……ゃ、あ……！」

「それに、男を喜ばせるのも上手すぎる……」

　言うが早いか、エドガーは、ぱちゅん、と高い水音を響かせ、楔をまた奥へとねじ込んだ。休む間もなく、次の抽挿が与えられ、甘い刺激にわななく蜜窟が彼に絡みつくのがわかる。

「──ぁ、あああっ！　エディ、それ、深い……！」

「ああ。すごいな。……溶けそうだ」

　器用にエミリアの淫壁の弱いところをこする力強い律動。耳元で聞こえる荒い息。絶え間なく押し寄せる、淫靡な法悦の波。

　この世界にエドガーと自分しかいないような甘美な錯覚に、原始的な欲求は高まるばかりだ。

（おなか、熱いのに、気持ちいい……）

　結合部からたらたらと溢れ出るとろりとした蜜が、内ももを伝う。

　ほとんどしがみつくような体勢でエドガーがくれる快感を余すことなく受け止めれば、彼の右手が甘やかすようにエミリアの左胸を掠めた。

「さすがにここでは、これ以上は服を脱がせられないから、これで我慢できるか？」

　きゅっ、と胸の突起を指先で摘まれながら、問いかけに夢中で頷く。絹糸を織って作られた上質な布地の向こう側から来るぴりりとした刺激は、けれど、体内で燻る劣情を焚きつけるのには充分で。

「ゃ、ああっ！」

「ああ、こちらも素直だ。俺に摘まれただけで、けなげにぷくりと立ち上がって」

「ん、……ふ、っ……！」

「今すぐに舐めてあげられないのが、残念だよ──」

　情欲の気配を帯びた低い声に、骨の髄までとろけた。

　残念という言葉の通り、名残惜しげに、そして同時に意地悪く、爪の先で乳嘴を引っかかれる。かたく尖った蕾は、発熱している淫紋に近いせいか、はたまた、建物の外という解放感に満ちた状況のせいか、いつも以上に敏感で、与えられる刺激では物足りなくてむず痒さが増すばかりだ。

「──エディ……」

　いやいやをするかのように首を横に振るエミリアに、エドガーは、鋭い視線を向ける。いつか図鑑で見たような、異国の肉食獣の目つきに似たそれは、まる彼女に食いかからんばかりだ。

　目と目が合えば、生理的な涙で霞む視界で、彼が頬を赤く染めたような気がした。同時に、ずるりと雄芯を引き抜かれ、再びずちゅん、と突き上げられる。男の象徴は、一回り大きく膨れ上がったかのようで、エミリアの唇から嬌声が漏れる。

「ァああっ！　エディ、おっき……！」

「だから、煽るな──！」

　ずんっ、と結合部分に重い衝撃が走り、そのたびに泥濘が歓喜に咽ぶ。蓄積する快楽を堰き止める何かが崩壊する予感と、燦々と降り注ぐ太陽の光にも負けないほどの眩しい歓喜に、うわごとのように彼の名を呼んだ。

「エディ、エディ、……あ、くる──、なんか、きちゃう……！」

　とどめとばかりにエドガーの指が、左胸の乳嘴を服の上から扱いた。それと同時に、ぐちゅぐちゅと最奥を撹拌され、エミリアの欲望が一気に爆ぜる。

「んああっ……！」

　雷に打たれたような衝撃で、大きく背中がしなった。エドガーを咥える隘路は収縮を繰り返し、まだ足りないとでもいうように貪欲に吐精をねだる。それに合わせて内ももが震え、背中に樹木の凹凸を感じた。

「……リ、ア──！」

　かすれた声で囁かれた名前に、逃すまいとするかのように押しつけられた上体に、子宮の入口に容赦なく浴びせられた白濁に、朦朧とした意識で幸福感を噛みしめる。

　荒く息を吐くエドガーが、やがて、まだそそり立ったままの屹立を引き抜けば、栓を失った蜜窟からは、どろりと濁った男の精が溢れ出た。

「っ……」

　その生々しい感触に思わず吐息が漏れる。

　エミリアより少し遅れて、彼女の秘処から滴る淫液に気づいたらしいエドガーが、そっと指先で淫襞の割れ目をなぞった。無意識なのか、溢れ出てくる体液を掻き出す仕草が、まだ収まることのないエミリアの欲情を煽る。

「エディ、それ、……ャ」

　聞こえるか聞こえないかのか細い声に、エドガーのごくりと喉を鳴らす音が重なる。彼の視線は、まだ熱を帯びたエミリアの脚のつけ根に注がれたままで、ぞわりと期待の震えが走った。

「──続きは、部屋に戻ってからにしよう」

「ん……」

　甘やかすように抱き上げられ、大事な宝物のように扱われて。

（エディ、大好き──）

　気持ちを押し殺すこともできず、エミリアは、エドガーの広い肩に額を寄せた。







【第四章】








　令嬢たちのアフタヌーンティーに相応しい、穏やかな昼下がり。一部の貴族たちが使用することを許される城内のガゼボで、エミリアは、ルイーズ・リーゼンとテーブルを囲んでいた。

　彼女の胸に淫紋が浮かび上がってから、季節が移り、国王が王妃のために作らせたというガゼボは、赤やピンクの薔薇が咲き誇って、そこにいる者たちの目を楽しませる。

　けれど、あいにく、エミリアは緊張でそれどころではなかった。

「エミリア、やっと会えて嬉しいわ。私、あなたが心配で、何度も見舞いたいと言ったのだけれど、なかなか叶えてもらえなくて……」

　そう言って、不満げにぷくっと頬を膨らませる令嬢は、己の愛らしさを完璧に知り尽くしているようだった。美しさを崩さない程度に形のいい眉を顰め、小首を傾げる様子は、男と女の駆け引きにも手練れているのだろう、と察せられる。

「……ご心配をおかけして、申し訳ありません」

　どう説明したらいいのかわからず、エミリアはただ謝罪の言葉を口にする。

　ルイーズが幾度も見舞いを申し出てくれていたことは聞き及んでいたが、白騎士団の──正確には、エドガーの保護下のもと、いかなる人物との面会も許されていなかった。それが、急にこうしてルイーズとの茶会を許可され、そのことについて深く追及されたらどうしよう、と懸念する。しかし、それは杞憂だったらしい。ルイーズは、わかればよろしい、とばかりに満足げに頷くと、側に控えていたメイドにお茶の準備をするように指示をした。

（良かった。まさか、エディの推測を確認するための、エミリア様を罠にかけるお茶会です、──なんて悟られるわけにいかないもの……）

　ガゼボに漂う薔薇の香りに、ゆったりと目を細めるルイーズは、あくまでも深窓の令嬢らしく、たおやかな様子だ。

　瑞々しい苺やオレンジや桃を使った、一口サイズのフルーツサンド。彩り豊かなマカロン。それに、異国の香辛料を使って作らせたという、リーゼン家のシェフ特製のスパイスチョコレート。

　多種多様なスイーツに合わせて供されたのは、香り高いシンプルな紅茶で、使われている茶器も高価なものだと一目でわかる。

「ところで、その後、調子はいかがかしら？　まだ顔色は冴えないようだけれど」

　あくまでもエミリアを案ずる姿勢を崩さないルイーズは、先ほどからちらちらと、その視線をエミリアの左胸のあたりに向けている。

　今日エミリアが纏っているのは、エドガーが選んだ深い橙色のドレスだ。上品ながらも流行りを押さえたデザインで、けれど可愛らしさがないわけではなく、銀色の細いリボンがウエストや裾を飾っている。仕立て屋が持ってきてくれた中でもとりわけ高価な代物で、しなやかな絹が肌に馴染んだ。

　有り難いことに、華奢なレースで胸元までしっかり隠れる慎ましい趣向のおかげで、淫紋をすっかり隠すことができた。

「そう、でしょうか……？」

　貴族としては末端で、しかも職業婦人としての道を選んでしまったせいで、エミリアには茶会での経験が乏しい。だが、それでもこのような曖昧模糊とした核心を避ける会話が日常茶飯事であることは知っている。

　失礼に当たらない程度に微笑みを返し、口先ばかりの返事で探求を躱せば、ルイーズは一瞬だけ苛立ちを押し殺して眉根を寄せた。ティーカップを持ち上げながらもそれに口をつけるつもりもないようで、心ここにあらず、といった印象だ。

　そわそわと落ち着きのないルイーズを前に、エミリアもまた、所在なくティーカップの取っ手を弄ぶことで時間をやり過ごす。平静を装ったところで、緊張による鼓動を落ち着かせることはできず、ルイーズと視線を合わせるのも躊躇われた。それをどう解釈したのか定かではないが、ルイーズはエミリアの胸元と顔に交互に視線を走らせ、小首を傾げて会話の糸口を探ろうとしているようだった。

　淫紋はまるで蝶のような見た目をしていること。魔法省の幹部たちが煎じた薬で症状は抑えられていること。まだ研究段階で、仔細を部外者に口外することは禁じられていること。

　ルイーズに問われるがまま、わかる範囲で返答をするが、何しろ、エミリア自身も知らされていない事実が多い。曖昧な返答が演技ではないことはすぐにルイーズにも知れたようで、彼女は微かに眉間にしわを寄せた。

「──つまり、エドガー様の保護下にいるけれど、薬で発情を緩和して凌いでいる、ということなのね？」

「ええ、まぁ……」

　深窓の令嬢然のルイーズの形のいい真っ赤な唇から、『発情』などと生々しい単語がこぼれ落ちる。その切迫感に駆られた声音に、エミリアが戸惑いながらもかろうじて頷けば、ルイーズは何かを考え込むような素振りで自身の親指の爪を噛んだ。輝く桜貝色に染められた爪は、よく見ればところどころ欠けていて、その癖が常習的なものだとわかる。

　エミリアの視線に気づいたのだろう。ハッと意識を茶会に戻したルイーズは、それまでと打って変わって穏やかに小首を傾げた。

「いやだわ、私ったら。今日のために、南国の蝶の図鑑を持ってきたの。そこに淫紋の蝶のことも書いてるのよ。何かの役に立つのではないかと思って」

　蠱惑的に口角を上げるルイーズは、エミリアの視線を捕らえ、有無を言わさぬ口調で先を続ける。

「でも、うっかり馬車に忘れてきてしまったようだわ。エミリア、良かったら、一緒に馬車まで取りに行きませんこと？」

　──あやしい、と本能的に思い、エミリアの背筋が悪寒で震えた。

　彼女のそんなささやかな拒絶の心など露も知らず、ルイーズがさっさと席を立つ。

　後ろ姿が遠くならないうちになんとか震える足で立ち上がり、後を追えば、ルイーズは斜め後方からでも彼女が満足気に口元を綻ばせるのが見えた。

　エミリアの心の中で、数日前のエドガーとの約束が思い起こされる──……。
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「おはよう、リア」

　エミリアがまどろむ中、エドガーの低い声が彼女を現実世界に呼び覚ました。

　昨日の遠乗りと、幾度も繰り返し乞い願い、そしてたっぷりと与えられた愛戯によって疲労困憊のエミリアとは対照的に、エドガーは余裕綽々の様子だ。昨晩も、夕食を終えて本を読みながらうとうとし、そのまま眠りについてしまったエミリアとは違い、彼は夜中まで精力的に騎士団の書類仕事を片付けていたようだった。

「……おはよう」

　ひとつの寝台で眠ることを余儀なくされてから何日も経つが、朝、目覚めの瞬間にエドガーが隣にいるのは初めてのことだ。その事実に、途端、夢うつつだったエミリアの意識が覚醒する。

「よく眠れたか……？」

「──ええ、えっと……たぶん？」

　しどろもどろにかすれた声でそう返事をし、寝起きの顔を敷布で隠そうとするエミリアに、エドガーが可笑しげに肩を震わせる。

「昨晩のことが嘘みたいな、初々しい反応だな」

　顔にかかるおくれ毛を掬われながらそう言われ、彼女の頬が熱を帯びた。

　湖畔に遠乗りに行き、青空のもとではしたない行為に溺れたことも思い出せば恥ずかしいのに、どうしても淫紋の効果が収まらなかったせいで、昨日は夜が更けるまで痴態を晒した。対症療法だからこそ、エドガーもふたりの交合のことをあけすけになどしないのに、珍しい、とも思う。

「さて。起きたばかりのところ悪いんだが、リアに大事な話がある──」

　恋人同士のように、寝台でエミリアを片腕で抱いたエドガーが、深刻な声でそう切り出した。その声の調子に促され、自ずと顔を上げてエドガーと向き合うかたちになったエミリアは、彼の真剣な瞳に映る自分を不思議な心地で見つめた。

「この淫紋のことだが……」

「……っ！」

　言葉と共に、エミリアを抱いていたエドガーの腕が動き、左胸の紅い痕を指先でなぞった。たまらず小さく息を呑んだ彼女に、エドガーは落ち着かせるように、額にひとつ触れるだけの口づけを落とす。

　年越し、聖夜、誕生日、感謝祭……。エミリアが幼少期から与えられている、妹のような存在へと施される、家族のキスだ。

　いつも動揺させられるのは自分ばかりだ、と思えば、嬉しいような切ないような口惜しいような気持ちにもなる。

　案の定、そんな甘やかな行為をしていても顔色ひとつ変えないエドガーは、再びエミリアの瞳を覗き込むと、ゆっくりと唇を開いた。

「俺は、真犯人がルイーズ・リーゼン嬢ではないか、と疑っている」

「……ルイー……ズ、様が？」

「ああ。だが、はっきりとした証拠がない」

　もどかしげに奥歯を噛みしめるエドガーに、エミリアの心臓がぎゅっと締めつけられる。

「──彼女を、罠にかけたいんだ。無理を承知で言う。リア、手伝ってくれないか？」

　気づけば、こくりと頷いていた。

（だって、エディを助けられるなら、私も嬉しいもの──）

　エドガーの頼みを承諾するのにこれ以上の理由など必要なく、むしろ、自分が彼の役に立てるのなら本望だ、と心から思う。

「……危険な目に遭わせてすまない。だが、……」

　迷いのない眼差しを真正面から受け止めて、どくん、とエミリアの心臓が大きく跳ねた。乾いた唇を舐める余裕もなく、ただ彼の瞳を見つめ返す。

　エミリアを抱いていた左腕に力を込め、右手の指先で淫紋をなぞったエドガーは、そっと彼女の首筋に唇を寄せると、リア、と低い声で名を呼んだ。

「……絶対に、きみの命だけは守る。たとえ、この命に代えても──」

　言葉と共に彼の広い胸にきつく抱きしめられ、閉じ込められる。それほど密着していなければわからなかったであろう。エドガーの身体は微かに震えていて、淫紋の呪いを受けるエミリアよりも苦しげだった。
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　お茶会の場を退いたルイーズは、エミリアを伴ってガゼボのある中庭を出て、回廊の陰を踏み、王城の裏口のある方へ向かった。

　途中までは掃除係のメイドや文官らしきすがたも見えたが、ふと気づけば、あたりには人の気配も完全になくなっている。

（──エディが守ってくれるって言ったのだから、大丈夫よ）

　早朝のやりとりから勇気をかき集め、ともすると足がもつれそうになるのを必死にこらえて、エミリアは歩き続けた。

　いつの間にか王城の敷地から出てしまっていたようで、前方に今は使われてない温室があり、その隣に箱馬車が二輛見える。手前の一輛は純白で、金箔でリーゼン家の紋章が特徴的だ。一方、黒で塗り固められた馬車の方は、紋章もなく、あやしいことこの上ない。

「あの、ルイーズ様。失礼ですが、本当にこちらに……？」

　不信感と恐怖で、自然と歩幅が小さくなる。

　歩みの遅くなったエミリアに気づいたのか、ルイーズはまた完璧な微笑みを浮かべた。

「今日は、隣国との重要な閣議があるそうで、王城の近くに馬車をとめておく場所がなかったの。心配しなくても大丈夫よ」

　拒絶を許す気は毛頭ないようで、そう言うと、ルイーズはエミリアの肘をしっかりと握った。不自然に顔を寄せて「さあ、行きましょう」と囁かれ、立ち止まるどころか踵を返したい衝動に駆られる。

（駄目よ、エディと約束したもの。何かあっても、きっとエディが助けてくれる──！）

　不自然に強張った身体は、なかなか言うことをきかない。けれど不思議と、足だけはルイーズに導かれるように規則正しく前後に動く。

　エミリアの脳裏で、また別の小さな疑惑が湧き上がった。

（……魔術を、使われたのかしら？）

　糖蜜のように濃くて甘い匂いが、鼻腔をくすぐる。

「──ルイーズ様……？」

「言ったでしょう？　大丈夫よ。すぐに良くなるわ」

　エミリアの言葉など耳に入っていないような、歌うような口調。

　どこか夢でも見るかのような、遥か遠くに向けられた視線。

　噛み合っているようで、噛み合っていない返答。

　ふふ、と華奢な喉を震わせたルイーズに、身の毛がよだつ。けれど、彼女に触れられた場所から途方もない莫大な力が注ぎ込まれているかのようで、身体が意のままに操れず、歯がゆさばかりが募った。

　きつく掴まれた腕を視線だけで確認すれば、そこに添えられたルイーズの華奢な指には、先ほどまではなかったはずの指輪が鎮座していた。淡く光を放つ大きな青紫の石は、間違いなく魔法石で、身体の自由がきかないのはそのせいか、と迂闊だった自分に腹が立つ。

　狂ったように、大丈夫、と譫言を繰り返すばかりのルイーズは、やがてリーゼン家の家紋の施された純白の箱馬車の真横で足を止めた。彼女に従うつもりなどないのに、エミリアの身体もまた、勝手にその場で動きをやめる。

　次の瞬間、隣に停められていた漆黒の馬車から、二つの黒い影が飛び出し、瞬く間にエミリアを拘束した。腕や背中に鋭い痛みを覚え、呼吸のタイミングを逸した肺と喉が苦しさに呻く。

（今度は、何事……？）

　思考を組み立てる暇もなく、あっという間に四肢の自由を奪われる。その拍子に身体が反転したようで、酸素を求めて荒く上下する胸も、頬も、ほとんど地面につきそうだ。強い草の匂いが鼻につき、ドレス越しにざらりとした土の感触をあちこちで感じる。

　頭だけを回して後方を見やれば、ぐわりと歪んだ視界に夜盗のような装いのふたりの男がいた。

　映り込む背骨が折れそうなほどの強い負荷は、そのうちのひとりが自分を羽交い締めにしているためか、と理解する。

「へへっ、こいつは上玉だ」

　エミリアを押さえつけている方の男が、今にも彼女に食いつこうとでもするかのように舌なめずりをする。視線を合わせることさえ厭わしく、後ろ手を取られたままでさらに後方に視線を投げれば、ちょうど同じタイミングで、ルイーズの横に立つ背の高い男が諌めるように笑った。

「おい、ここではやめておけ。宿に連れて帰ってから、ゆっくり愉しませてもらうとしよう」

　恐怖に駆られた彼女の顔がおかしいのか、仁王立ちするもうひとりの男は、そのずる賢そうな小さな瞳に加虐的な色を滲ませる。全身を舐め回すような目線も気持ちが悪くて吐き気がしたが、エミリアは必死でそれを堪えて首を動かし、ルイーズのすがたを探した。

　その様子に気づいたのか、あるいは、単に彼女の気が向いただけなのか、死角にいたはずのルイーズゆったりとした足取りでエミリアの視界にそのすがたを見せる。

「ああ、可笑しい。こんなところまでついて来て、あなたって、ほんとうに馬鹿な女よね」

　冷たい声と、それと同じ氷点下のアイスブルーの瞳が、勝ち誇ったようにエミリアに向けられる。殺気立った、と形容しても過言ではない彼女の様子に、エミリアの心臓が嫌な速度で鼓動する。

「ルイーズ、さ、ま……。では、エディの言っていたように──」

　本性を現したのだろう──。まるで別人のように変わってしまった態度と口調に、そう理解すれば、困惑した彼女の顔を見てルイーズが笑みを深くする。

　さらに追い討ちをかけるように、どくどくと激しくなる左胸では、例の赤い印が色濃く染まり、また新たな渇望をもたらすのを感じた。

（待って、こんな時に、発作だなんて──！）

　小さく歯を食いしばって耐え忍ぶが、もとより魔法省のエリートでさえ解けないような呪いに、エミリアが勝てるはずもない。

　エドガーに慰撫されることでしか欲を発散する術を知らず、やり過ごす手段もない。必然的に、徐々に朦朧としてくる意識でできるのは、どこか近くにいるはずの最愛の男の名を呼ぶことだけで。

「エ、ディ……」

　助けて、と囁く前に、「なによっ！」とルイーズの苛立ちに任せた叫号が辺りに響いた。

　彼女の感情の昂ぶりは、そのまま右手にはめられた魔法石の指輪にも波動しているようで、放つ光がますます強くなっているような気さえする。よく見れば、青紫だと思っていたその色は、青から紫、紫から赤、赤から黄色、と目まぐるしく変わっていて、見るものを魅了するようだった。

（……この光り方、あの蝶と同じだわ）

　虹色に光る、とエドガーが説明した件の蝶の記憶が、目の前のエミリアの指輪とぴたりと重なる。

「やはり、あの蝶は、ルイーズ様の……」

「──あら、やっと気づいたの？」

　高らかに笑う令嬢は、得意げに右手を空にかざし、きらきらと光る指輪をうっとりと見上げた。

「そうよ。南国から密輸したあの奇妙な蝶に、もっと高度で難解な術式を組み込んだのは、この私よ」

　傾き始めた西日を受け、風のそよぎでルイーズの金色の髪が揺れる。

　エドガーに事前に知らされていたとは言え、エミリアは戸惑いを隠せず、ただ彼女を見つめ返した。

「……ふふ、無様な顔。信じられないなら、どうせここであなたとは一生のお別れなのだから、最後にひとつ、いいことを教えてあげるわ」

「いい、こと……？」

「その術式のトリガーは、エドガー・ランブリオール。あなたの大好きな大好きなあの方の名前よ」

「エディの名前、が……？」

　トリガーの存在は、エドガーの説明で知っていた。淫紋の効果を強制的に発動させるためのスイッチのようなものだと教わっている。振り返れば、確かに発作のような狂おしさで身体の奥が疼くのは、いつも決まってエドガーが近くにいる時で、そういえば、彼の名を呼んだ後だった、と腑に落ちた。

「どうして、──どうしてこんなことを……？」

　下劣な男に地面に押さえつけられた状態で、それでもなお、ルイーズを睨みつけるようにしてそう問えば、彼女は小馬鹿にするように、ふん、と小さく鼻を鳴らした。魔法石を見せつけるようにして胸の前で腕を組み、呆れたように、可憐に彩られた唇を開く。

「あんたのせいよ。あんたのせいで、いくら私がお誘いしても、エドガー様は私のことなんて見向きもしてくれない。だから、珍しい異国の蝶の警備の名目で夜会に誘って、事故に見せかけてエドガー様に淫紋を刻印するつもりだったのに！　そうすれば、──そうすれば、あのお方だってきっと私のことを……！」

　自分のせいと言われたところで、身に覚えがない。むしろ、エドガーを慕っていながらもその恋慕の情をひた隠しにしていたのはエミリアの方だ。

　混乱する彼女を一瞥し、ルイーズはまた、何が可笑しいのか高らかに笑い声を響かせた。そして、次の瞬間、今度はまた刺すように冷たい顔に戻る。

「お金を払って南国から蝶を取り寄せたのに、それが失敗に終わった時はどうしようかと思ったけれど、杞憂だったようね……」

「どういう、意味です……？」

「そのままの意味よ。運悪く密輸商が捕まって、蝶が白騎士団に見つかってしまったけれど、結果的に、憎いあなたにその淫紋が刻まれた。どう？　そろそろ気が狂いそうなくらい男が欲しいでしょう？　魔法省の人間が薬を調合したとか言ってたけれど、それも嘘なんじゃないの？」

　話しながらもかつかつとヒールの音を立ててエミリアに歩み寄ったルイーズは、その場にかがみ込むと、指輪をまとった手を彼女のデコルテに伸ばした。

　抵抗しようにも、発作の起こった身体では力が入らず、乱れた呼吸の合間に懇願するよりほかない。

「ルイーズ様！　どうか、おやめください──！」

　火照った肌に、ルイーズの冷たい指先が触れる。直後、布の裂ける音がして、繊細なレースの隙間から赤く色づいた淫紋が顔を覗かせた。

　婦女子の華奢な力ではドレスがさほど破けなかったことが救いだが、それでも、夕日に晒された豊満な胸の谷間に、ふたりの野盗が唾を呑むのがわかる。

「やっぱり。残念ね。私が組み込んだ魔術は特別なの。解除方法はひとつしかないわ。それはね、──」

　蠱惑的に口角を上げたルイーズは、エミリアを挑発するように、わざとらしい甘ったるい声音でゆったりと話す。

「エドガー様に、愛してる、とおっしゃっていただくことよ。それも、心からの、愛の誓いを」

　うふふ、と頬を赤く染めたルイーズに対し、エミリアは自身の顔から、──いや、全身から血の気が引くのを感じた。

（この淫紋を解くのに、エディからの愛の言葉が必要だと言うの……？）

　いくら狂気的なまでの飢餓感を満たされたところで、幾度でも淫紋がその呪いで朱に染まる理由がわかり、愕然とする。

　明らかに顔色を変えたエミリアに満足そうな微笑を浮かべたルイーズは、まるで答え合わせでもするかのように「わかるでしょう？」と小首を傾げてみせた。

「あなたの身体にまだこの淫紋が残ってるということは、エドガー様に『愛してる』と言われていないのよね？」

　返事は求めていなかったようで、ルイーズは、ひとりでくすくすと笑い続ける。

「──ああ、可笑しい。エドガー様があなたを連れて図書館を出ていってしまったときは驚いたし、ふたりがエドガー様の私室に籠もっていると耳にしたときはもっと驚いたけれど、あれから時間が経っても淫紋が消えずにいるということは、あなた、あの方に愛されていないのよ。その心臓に張りついた淫紋が、あなたの命を蝕んでいるというのに、ほんとうに不憫な子」

　鈴を転がす声で明言された事実に、エミリアの全身から力が抜けた。

　愛されていない、という言葉も、命を蝕む、という言葉も、まるで意味をなさず、論理的な思考を組み立てるのが難しい。

「でも、心配しなくていいわ。そんなこと、きっとすぐに忘れられるわよ？　なんと言っても、あなたはこれから、そのいやらしい身体で男たちに情けを貰いながら、残り少ない一生を過ごすのだから」

　ルイーズの背後から、下卑た笑いと、「運が良かったな、お嬢ちゃん」という嘲りが聞こえる。

　何の感情も湧き上がらない状態でそれらの戯言を聞き流せば、エミリアの態度が気に入らなかったのか、ルイーズは無理やり彼女の顎に手を添えて視線を上げさせた。

　土に汚れたエミリアの顔に、ルイーズが醜く眉根を寄せる。

「何だっていいわ。妹だか何だか知らないけれど、エドガー様に大事にされているあんたが目障りだったの。多少は手段を違えてしまったけれど、いなくなってくれてせいせいする」

　勝利の宣言に酔い痴れたルイーズが立ち上がった、その瞬間、ザッといくつもの足音が響き渡った。砂埃が立ち上り、その狭間から、ルイーズの手下らしき男たちの怒号と罵声、それに、彼らを制する他の男たちの声がいくつも重なる。剣と剣のぶつかり合う激しい音に次いで、聞き覚えのある低い声が彼女の名を呼ぶのが耳に入った。

　地に臥せっていたエミリアが状況を把握するより先に、強靭な肉体に抱き起こされる。

「──エディ……」

「悪い。物陰から様子を伺っていたんだが、短刀と魔法石でリアを攻撃される可能性があった以上、なかなか踏み込めなかった。大丈夫か？」

　いつの間に涙が溢れていたのだろう、とぼんやり思う。

　とめどなく流れる温かな雫のせいで、濡れたように見えるエドガーの表情は苦しげに歪んでいて、こんな時だと言うのに、エミリアの心がぎゅっと痛んだ。

「どうした？　どこか痛むのか？」

　エミリアの顔にかかったおくれ毛を手で退け、瞳を覗き込む彼の瞳もまた、不安そうに揺れている。

　喉に何かが詰まったような感覚で声が出せず、小さく首を横に振れば、エドガーはそれだけでほっと眼差しを緩めた。

　頬についている土埃と涙を優しく払ってくれる指先は、いつもと同じで温かい。

　良かった、と繰り返すエドガーは、ルイーズの明かした淫紋の解除方法のことなど何も知らないのだろう。エミリアの頭の中で、不安と恐怖と絶望がもつれ合う。それに拍車をかけるように、エドガーの触れるところから淫靡な熱が生まれ、浅ましいまでの情欲と渇望を覚えた。




　この淫紋は、一生消えないかもしれない──。




　解き方がわかったところで、エドガーが、妹のような存在としか思っていない自分に愛を告げるなんて未来はあり得ない。

「何よ！　そんな女のどこがいいっていうの？　家柄だって、美貌だって、私の方がずっと格上でしょう！」

　突如あたりに響き渡った糾弾に、ルイーズを捕獲している白騎士団の若い男が慌てふためく気配が続く。

　エミリアが泣き濡れた顔を上げれば、少し離れた場所に、肉体的な拘束をものともせず怒りを露わにするルイーズの姿が見えた。瞠目し、耳も首も赤く染めた彼女は、普段の楚々とした様子が嘘のようで、いっそ禍々しくすらある。

　言葉を失ったエミリアの前で、突然の絶叫は、始まった時と同様に、何の前触れもなく終わった。全身の力が抜けたかのように膝から崩れ落ちたルイーズが、絞り出すような声で囁く。

「……私の方が、ずっとずっとエドガー様のことをお慕いしていたのに──」

　痛々しく憐憫を誘う光景に、エミリアは呼吸も忘れた。期待と羨望を一身に浴びてきたはずの侯爵家の令嬢だが、今はただ、ひたむきで切ない思いも報われずに哀れな肩を震わせるばかりだ。

　同情心から彼女に駆け寄り、その華奢な身体を抱きしめたい気持ちも湧いたが、理性がそれを押し留めた。

　硬直したエミリアを慮るように、エドガーは彼女を腕の中に匿い、その上で、ルイーズを捕縛する騎士団員に顎を向ける。

「──地下牢へ連れていけ」

　多くは語らずとも、厳しくも冷たい声音だった。

　ゾクリと鳥肌を立てたエミリアは、エドガーの抱擁の中からルイーズを覗き見る。自由を奪われ、項垂れた彼女の頬には確かに透明な涙の痕があり、地平線に沈む夕日を受けてきらりと光っていた。

「……リア？」

　幼子に触れるかのように彼女の頬を撫で擦る大きな手に、意識が現実世界へと引き戻される。

　条件反射でしゃくりあげながらも彼の顔を見上げれば、エドガーは愛おしげに彼女を見つめ返した。その揺らぎのない瞳を直視し続ける勇気がなく、エミリアはそっと目を伏せる。

「よく頑張ったな」

「……エディ、あのね、さっきルイーズ様が教えてくれたの。この淫紋の解除魔法は──」

　震える声は、途中でエドガーに遮られた。唇に触れる彼の指は、こんな時だと言うのに、それだけでエミリアの官能を高めた。エドガーに触れられただけでじわりと蜜が溢れる秘処が、淫紋の発作で彼を求めていることを思い起こさせる。

　ふるりと震えながらも不思議に思って顔を上げれば、優しい眼差しが降り注いだ。

「リア。覚えているか？　湖畔でのこと。その淫紋が解けたら、俺はきみに伝えたいことがある、と言っただろう？」

　絶望に追い打ちをかける言葉を浴びせられ、エミリアの心臓がひとつ大きく跳ね上がる。無意識のうちに縋るようにエドガーの制服を掴んだ彼女の手は、自分でも驚くほど冷え切っていた。

　忘却魔法ですべてを忘れてほしい、とか、真実の愛がない以上はエミリアの淫紋を解くことは不可能だ、とか。悪い予想ばかりが頭をよぎる。

　真っ白になった頭で恋い焦がれる男を見れば、彼は、引き結んでいた唇をわずかに開いた。

「……臆病風に吹かれずに、もっと前に伝えれば良かったな。すまない」

　エドガーの切実な声。真摯な瞳。緊張した面持ち。

　気づけば、他の白騎士団の者たちはさっさと引き上げたようで、この場にいるのはエドガーとエミリアだけだった。

　緊張を押し殺すようにひとつ深い息を吐いたエドガーは、やがて覚悟を決めたようにエミリアから両手を離すと、その場に片膝をついた。そして、左胸に片手を添え、迷いのない琥珀色の瞳で彼女を突き刺す。

「ジュナヴィス王国、白騎士団、一等騎士、エドガー・ランブリオール。この剣にかけて、永久の忠誠をあなたに──」

　それは、エミリアも知っている、騎士の求愛の台詞で。

　驚きかたまる彼女に、エドガーは、視線を逸らすこともせず、ただ蜂蜜のように甘い眼差しを向ける。

「愛している。エミリア・バーティス。ずっときみを愛していた──」

　聞き間違いだろうか、と思った瞬間、じくじくと痛いくらいに疼いていた淫紋がきらりと虹色に光った。

「……え？」

　瞬きさえする暇もなく、パリンとまるで薄氷が割れるような鋭い音が響く。

　熱い、と感じたのか、痛い、と感じたのか、エミリア自身にも定かではなかった。ただ、かさぶたを一気に剥ぐような感覚がしてぎゅっとまぶたを閉じたかと思ったら、次に目を開けた時には、淫紋は跡形もなく消え去っていた──。





▼▲






　過去に前例のない淫紋ということもあり、王宮医による診察は、思ったよりも時間を要した。

　健康体のようだが、念のため、数日は城内に留まって経過観察をする──というなんとも半端な診断を下され、エミリアが解放されたのは、もう夕食時を過ぎた頃合いで。

　護衛の女性騎士に付き添われ、エドガーの私室に戻り、寝台に座り込んでやっと一息つくことを許される。

（嘘みたい……）

　ひとりきりになり、寝台のそばに置かれた小さな鏡で胸元を確認する。そこには、やはり淫紋の痕跡はなく、まるで一連の出来事が夢だったかのような錯覚をしてしまう。

「夢、じゃないのよね……？」

　淫紋の呪いでエドガーと結ばれたこと。ふたりきりで長い時間を過ごしたこと。そして、彼に『愛してる』と囁かれたこと。

「何が夢なんだ？」

「エディ！」

　気配なく自室に戻ったエドガーに突然背後から声をかけられ、エミリアは思わず飛び上がる。

　咎めるように彼の名前を呼んだのに、諌められたはずの当の本人はそんなことどこ吹く風で、大きな歩幅で寝台に近づくと、軽く腰を折るようにしてエミリアを一度きつく抱きしめた。

　彼もどこかで湯浴みをしてきたらしく、ふわりと石鹸の香りに包まれる。

　けれど、それも一瞬のことで、すぐに上体を引き離したエドガーは、エミリアの両肩に大きな手を置いたまま彼女の顔を覗き込んだ。

「王宮医から大丈夫とは聞いているが、本当に身体に不調はないか？」

「ええ。もう平気」

　こくりと頷くエミリアに、どぎまぎするほどの至近距離で、エドガーが安心した顔を見せる。

「リアの好きなハーブティーを用意したから一緒に飲もう。少し話がある。ルイーズ・リーゼンの件だが、きみも当事者だから知っておいた方がいいだろう」

「ルイーズ様の……」

　ああ、と相槌を打ちながらも、エドガーはさっさとティーセットの準備を始めた。物思いに耽っていたせいで彼が部屋に入ってきたことにも気づかなかったが、その時にお茶の用意も持ち込んだらしい。

　手慣れた様子で温かなハーブティーを煎れてくれたエドガーは、ティーカップのひとつをエミリアに手渡すと、自身も隣に腰を下ろした。

「きちんとした取り調べは明日以降になるが、本人も自分の罪を認めている。南国から例の奇妙な蝶を密輸させ、リーゼン家の夜会で披露するつもりだったらしい。その上で、招待客としてその場に居合わせた俺に淫紋の呪いをかけ、一晩過ごすことで既成事実を作ろうとした、──と、まあ、こんなところだそうだ」

　箱馬車の近くで野盗に襲われそうになりながら聞いた内容と相違はなく、エミリアは、そう、と小さく相槌を打つとハーブティーに口をつけた。いつもなら心を落ち着けてくれるはずの薔薇の香りも、今日ばかりはさすがに効果が期待できない。

　それはエドガーとて同じようで、ティーカップに唇をつけながらも、その顔色が冴える気配はなかった。




　淫紋の魔法を解くためには、エドガーに『愛してる』と言われなければならない──。




　冷静に考えれば、まったく奇妙な呪いを重ねがけしたものだという感想が浮かぶ。

　けれど、それが、恋愛小説の好きなルイーズの所業だとわかれば、腑に落ちる点も多かった。

（ルイーズ様、去り際に泣いてらっしゃった……）

　エドガーを好いていたのは、きっと事実なのだろう。だからといって、彼女のしたことは決して許される行為ではないが、片恋の辛さにだけは、エミリアも共感することができた。

「──リア。いくら火急を要していたとはいえ、危険な囮の役目をさせてしまい、すまなかった。恐かっただろう？」

　突然の問いに、エミリアの思考が現実へと戻る。

　思いつめた表情のエドガーは、彼女の返事を促すように、少しだけ眉根を寄せた。

　彼にそんな顔をしてほしくなくて、エミリアは、ううん、とはっきり首を横に振る。

「……恐くなかった。エディが絶対に助けに来てくれるって、言ってたから……」

　思い出すだけで、心がふわりと温かくなる。エドガーへの信頼は絶対で、彼がそう言うのなら、間違いなく大丈夫だろう、と確信があった。

　けれど、ふふっ、と微笑むエミリアに、エドガーは切なげな視線を向ける。

「俺は、恐かった」

　ぽつりと呟かれた彼の予想外の本音に、戸惑う。

「恐かった？　エディが……？」

「ああ」

　あっさりと自身の弱さを受け入れたエドガーは、我慢しかねる、と言った様子で、エミリアの顔を両手で包み込んだ。

「恐かった。愛する女ひ性とを救いたくとも力が及ばす、歯痒さと恐怖でおかしくなりそうだった。まったく、情けないな──」

　頭を撫でられたことはあるのに、こんなに思いを込めて、頬や耳や首筋を撫でられたことなどない──。

　その甘やかさに気づいてしまえば、あとはもう触れられた箇所から順に身体が熱を持つばかりで、淫紋などなくとも灼熱の欲求に身悶えするばかりだ。

　不安や恐れではなく、多幸感で震える指で、きゅっとエドガーの服を掴む。

「エディ、好き──」

　エミリアの一世一代の告白に、年上の幼馴染は、一瞬だけ目を見開いた。

「ずっと好きだったの……」

　彼の返事を待つことなく、うわ言のように重ねてそう告げれば、ずっとずっと隠し続けた思いがとくとくと心のうちから溢れ出す。

　額。こみかみ。まぶた。少しずつ位置を変えて落とされる口づけに、過敏になった神経も細胞も歓喜する。

「……リアには、他に思う男がいるのだと思っていた」

　ぽつりとこぼれたエドガーの言葉に、そんな相手は彼以外に思い当たるふしもない。微かに言い淀んだ彼が、それでも渋々語ったのは、エミリアが異性からの誘いを断る常套句で。

「あの、……それ、エディのことよ？」

　本人に聞かれていたのだと知れば、言いようのない恥ずかしさに呑み込まれ、顔どころか耳まで熱くなった。両頬に添えられた彼の手は、けれど、エミリアが視線を逸らすことを許さず、それどころか額がぶつかるほどに近い距離で琥珀色の双眸を向けられる。

　ささやかな反抗をするつもりで、私だって、と唇を尖らせれば、愛おしげに目を細めたエドガーに触れるだけのキスを与えられた。

「忘却魔法で記憶を封印されるのかと思っていたわ」

　甘やかされている、と自覚し、照れ隠しで濡れた唇を開けば、今度はエドガーが当惑したように首を傾げた。

「何の話だ？」

「ごめんなさい。いつだったか、机に置かれていた手控えに『淫紋』とか『忘却魔法』とか書かれていたのを見てしまって……」

　文机の上にあった羊皮紙の存在を思い起こさせれば、少しの時間、記憶を回想していた彼は、やがて得心の表情を浮かべる。

「あれは魔法省の男の走り書きだ。きみの記憶を消させはしないよ」

「エディ──」

　守ると言ってくれた時と同じ、自信を孕んだ声に、エミリアの心が満たされた。

　額。頬。唇。

　そうしているあいだも、離れているのがつらい、とでも言いたげに、エドガーの唇は繰り返し彼女の肌に押しつけられる。

「もう一度言う。リア、好きだ──」

　キスの合間に告げられた言葉は、甘いというよりもいっそ熱くて、エミリアは小さく息を呑んだ。

「ほんと……？」

　淫紋が解けたことが、あるいは、ここでこうして抱き合っていることが彼の本音の何よりの証拠なのに、それでもまだ足りずに、浅ましくて稚拙な心が明確な言葉を乞う。

　そんなエミリアの我儘を叶えてくれるのも、いつもエドガーで。

　彼女の不安に理解を示すように優しい瞳を向けた彼は、「本当だ」とかすれた声で囁いた。

「昔はただ、ダニエルの妹だと思っていた。長期休暇でバーティス家を訪れるたびに、自分にも妹ができたようで嬉しかった」

　妹、という言葉に、無意識にエミリアの身体が縮こまる。

「だが、リアが王立図書館で働くと言い出して久しぶりに会った時、──もう駄目だった」

「駄目……？」

　不安が募り、エドガーを見上げれば、彼は生真面目な顔で小さく頷いて見せた。

「リアが、大人の女性になっていて、一瞬で心を奪われた。それまでずっと妹だと思っていたはずなのに、ふと気づけば、もうとてもそんなふうに見ることなどできなくて」

　ゆったりと考えるようにして紡ぎ出される低い声はどこまでも甘美で、エミリアの心が小さく震える。じわりとまぶたの裏が熱くなり、歓びで息が止まりそうになる。

「──好き」

　やっと声に出すことを許された積年の思いは、とどまることを知らず、エミリアは熱にうかされたかのように同じ言葉ばかりを繰り返す。ただ切々と最愛の男を求めて両腕を伸ばせば、彼女を至高の存在と崇めるような眼差しを返され、きつく抱擁された。

「……参ったな。今日くらいは自制しようと決めていたんだが──」

　鼓膜に直接注ぎ込まれたエドガーの曖昧な言葉に、問い返す間もなく、今度は唇に確かな熱を感じた。

（……キス、されてる──？）

　自分のものよりもはるかにやわらかく、そして熱い。ふにゅふにゅとした感覚は、一瞬だけ離れ、次にまた、今度は角度を変えて熱を押し当てられる。

「ん、ぅ……」

　ちゅっ、と小さなリップ音が響いた。隙間をなぞるように舌で擦られ、くすぐったさに吐息をこぼせば、その隙をついてエドガーの唇が彼女のそれをやさしく押し開く。

「ん……むぅ……っ」

　驚いた拍子に自身の舌を絡み取られ、敏感な粘膜同士の擦れ合う刺激に身悶えする。なぜか腰のあたりがむず痒くて身体をくねらせると、今度は、エドガーの手が尾骨のあたりを優しくさすった。

「ぁ、ん……ふっ──！」

「リア。このまま抱いてもいいか？」

　銀の糸を引いて離れたエドガーの唇を無意識に目で追う。艷やかに濡れたそれが、自分の名前を愛おしげに呼び、その先を渇望するのを聞いて、エミリアの背筋を言いようのない興奮が駆け抜けた。

　淫紋の呪いではない、けれど確かに存在する飢餓にも似た焦燥感と渇望感に急き立てられる。

　これは、自分の──エミリア・バーティスの意思であり、本能であり、欲望だ。

「……あの、ね」

　逡巡。羞恥。葛藤。

　かすれた声でそう囁き、けれど、続きを言うことが難しく、視線を彷徨わせる。

　覚悟を決めるまで、まばたきを三回。

「あの、──私も、エディが欲しい」

　恥も外聞も捨てた告白に、エドガーが一瞬だけ目を見開いた。

　けれど、彼女の決死の覚悟を見て取ったのか、笑うような真似はせず、代わりに淫靡な熱の翳る瞳の色を濃くする。

　簡素ながらも上質な素材で作られた薄い夜着は、合わせの細いリボンを解けばあっという間に役目を失う。まるで国宝級の美品を扱うような繊細な手つきでそのレースのリボンを解かれ、エミリアはゆったりと、生まれたままの姿で寝台に横たえられた。

「きれいだ──」

　感嘆の声には、世辞も虚偽もない。覆いかぶさるようにして彼女を四肢で閉じ込めたエドガーが、ひとつ深い息をつく。

　敷布に広がる平凡な色の髪。甘い時間に恍惚としているであろう顔。横になっていてもその膨らみを隠せない胸。つつましいお臍と、体毛の薄い秘処。

　崇拝するような眼差しに全身を暴かれ、それだけで期待に打ち震える脚のつけ根が熱を帯びる。

「エディ、もっとちゃんと触って──？」

　はしたないことを言っている自覚がありながらも、止められない。

　エドガーの中で、自分が『妹のような存在』から『女性』へと変わった。叶うことのない夢だと思いながらも、それでも諦めきれずにいたエミリアの中の恋心が、奇妙にねじれたかたちで咽び喜ぶ。

　流行り病にかかった時でさえ、こんなに心臓が早鐘を打ち、身体が熱くなることはなかった。それほどの切迫感と欲望に後押しされ、拙くエドガーを誘うように彼の手を取ると、淫紋の消えた左胸に導いた。

「リア……」

　彼も緊張しているのだろうか──？　予想よりも冷たいエドガーの指先に、そんな感想を抱く。

　予想外の温度に、ふるりと全身が震えたけれど、それさえもふたりの唇がまた触れ合うまでの話で。

「……ふ、……んっ」

　互いの気持ちを分かち合うような刹那的な口づけに、エミリアが一瞬で恍惚となった。

　エドガーの手は、ふわふわと彼女の膨らみ全体で遊び、でも肝心の敏感な粒には決して触れてはくれなくて、切なさが募る。

　ふとエドガーを見上げれば、彼はエミリアの動きを決して見逃すまいとするかのように、食い入るような視線を返してくれた。

　紅の前髪の向こうに見える、邪な期待を孕んだ瞳。

　飢えをこらえるように唇を舐める、濡れた舌。

　こくりと小さく震える、喉の隆起。

　自分を求めるエドガーの雄の気配のひとつひとつに、興奮で背筋が震えた。その拍子に胸のふくらみが揺れて男を誘い、困ったような微笑を見せたエドガーは、宥めるようにエミリアの首筋にキスを落とす。

「……焦らせるな。リアを壊してしまわないように、これでも自重しているんだ」

　甘やかな愛撫に麻痺した頭では、エドガーの言葉の真意がうまく掴めない。彼のかすれた声は濃厚な欲情を帯びていて、視線だけで昇天しそうな感覚に襲われる。

「や、ぁ……！」

　我慢ができず、早くも立ち上がった蕾をそっと彼の手のひらに押しつける。

「ぁ、んっ、……エディ……！」

　触れたところから、疼きを誤魔化すくらいの儚い刺激が生まれた。それでも、その程度では足りないことは明白で、救いを求めるようにエドガーに目を向ける。

　無意識にもぞもぞと擦り合わせていた太ももは、淫熱を抑えきれずに、はしたなく蜜を溢しているのがわかった。同じタイミングでそれに気づいたらしいエドガーが、そっと左胸を慰撫していた手を腰に添える。

　中途半端に放り出された乳嘴は、ふと気づけば彼の熱い呼気を受けて震えていて、期待できゅっとかたくなった。

「きみが、ほんとうに自分のものになればいいのに、と、──そう思っていた」

「ぁぁあああっ！」

　吐露されたエドガーの本音を受け止めるよりも先に、乳頭が彼の口内に吸い込まれる。熱い、と感じたときにはすでにぴんと張りつめたそれはぬるりと舌に絡みつかれ、じゅぶじゅぶと淫猥な音を奏でていた。

「んんっ、エディ、……そこ、舐められるの、気持ちい、い……！」

　突然の快楽に身を掬われ、仰け反るようにエドガーに向かって胸を突き出せば、乳嘴のみならず乳輪全体を唇で食まれる。焦らされた女の身体は従順で、その刺激に子宮の奥がキュウキュウと収縮した。

　身をくねらせた拍子に寝台から腰が浮き、逞しい腕がその隙間に入り込む。自然と上体を彼に預けるかたちになり、自由が奪われてしまえば、与えられる刺激がより強く、深いものになるばかりだ。

「こちらも、真っ赤に熟れている……」

「ぁ、んんっ！」

　左胸から右胸へと狙いを変えたエドガーは、今度もまた容赦なく、その敏感な飾りを口に含む。それだけでは足らず、空いた手はエミリアの蜜口を優しく上下に撫でた。しかも、彼女の変化をつぶさに観察するように上目遣いは相変わらずで、手と口と目で与えられる法悦に、目眩がする。

「ああ、こんなに濡れてるな」

　ぐちゅ、と音がして、エドガーが嬉しげに口角を上げる。彼の指が淫襞のあわいを滑るたびに蜜が滴る気配がして、エミリアの羞恥を煽った。

　たまらず目の前の広い胸に頬を寄せ、吐息の合間に必死で思いを伝えようと試みる。

「だってね、エディが好きで、エディに触ってもらうと、こうなっちゃうの──ぁ、きゃあ！」

　ぐわん、と視界が回った。

　気づいたときにはエドガーに寝台に押しつけられていた。彼は、服を脱ぐ時間さえ惜しいと言わんばかりに、トラウザーズの前だけをぞんざいに寛げる。そうしている間も、肉食獣を思わせる獰猛な瞳はエミリアから離れることはない。

「限界だ──」

　唸るように告げられた言葉は端的で、返事をする間もなかった。

「リア……！」

「んぁ、あぁぁぁっ！」

　狙いを定めた屹立が、ぬめりを帯びた愛液をまとい、蜜路をひと思いに貫いた。摩擦によって生まれた愉悦が波紋のように全身に広がり、生理的に眦が濡れる。

　本能に任せて最愛の男を抱きしめれば、同じだけの熱量で抱擁を返され、肉体だけでなく、心までも満たされた。

「エ、ディ……」

　深い、と思うのに、経験上、まだこの先があることはわかる。案の定、少しだけ困った顔をしたエドガーは、宥めるようにエミリアの額にキスをひとつ落とすと、「悪い」とかすれた声で囁いた。

「……あと半分くらいだ。がんばれるか？」

　初めてでもないのに彼女を慮ってくれるのは、淫紋の発作なしに睦み合ったことがないせいだろうか。

（エディは、ほんとうにいつだって優しい……）

　甘やかされること。大事にされること。それに、貪欲に欲しがられること。そのすべてが幸福で、彼のすべてが愛おしくて。

「──全部、ちょうだい」

　奥深くまで彼を受け入れる準備は整っている。それはもう理屈ではなく、ただ無我夢中でエドガーに抱きつき、彼の楔に腰を押しつけた。

「ンァァ、……ぁ、奥、熱い──！」

　男の隆起の凹凸をひとつひとつ包み込もうとする媚肉が、迸る愉悦を余すことなく味わい尽くす。どちらのものともわからない淫らな熱に浮かされ、結合部からはとめどなく蜜がしたたった。

　互いの骨のかたさが感じられるほどに結合を深めたことで、エミリアは自身がエドガーをすべて受け入れたことを実感する。

「──っ」

　耳元で聞こえた低い呻きに、自分と同じ歓喜と快楽が混じっていることを確信して、嬉しくなる。

　抱擁を解いた両手でエドガーの頬を包み、彼の顔を覗き込めば、色濃く濡れた瞳に見つめ返される。そこに自分が映ることを何度夢見たことか知れず、それが叶ったことで胸がいっぱいになり、気づけばぽろぽろと涙をこぼしていた。

「エディ、ずっと、……ずっと好きだったの」

　妹扱いしかされないもどかしさも、張り裂けそうな胸の痛みも、他の女性への醜い嫉妬も、なにもかもがエドガーへの思いの前では無力だった。どうしたって捨て去ることができない恋慕の情が、今こうして報われたことがたまらなく幸福で、信じられなくて。

　いつしかエミリアは寝台に座ったエドガーに抱きしめられるようにして、彼にぴたりとくっついていた。

　次々と流れる涙を彼の親指で拭われ、くすぐったくて少しだけ笑ってしまう。

　彼女を覗き込むエドガーの瞳が、情熱に烟る。

「夢みたい……」

　白昼夢のようなふわりとした感覚に、思わずそう呟けば、蜜窟を穿つエドガーの屹立が、ぴくりと肉壁を擦って震えた。

「夢では、困るな」

　冗談とも本音ともつかない言葉が、ぽろりとエドガーの唇から零れ落ちた。

　次の瞬間、最奥を抉るように熱杭で貫かれ、また躊躇なく切っ先まで引き抜かれる。直後、彼女の蜜路に収められた陽根の先端でナカをぐりぐりと圧迫され、たまらず声にならない喘ぎが漏れた。

「あぁッ──！」

　ぬるりとした淫蜜をまとった雄芯が、そのこぶで充溢した内壁を押し広げる。エドガーだけが触れたことのあるそこは、彼が与えてくれる法悦を充分に知っていて、楔を迎え入れるようにいやらしく蠢くのを自覚する。

「リア、そんなにいやらしく締めつけられては、すぐに果ててしまう」

「んやぁ、だっ、……て！」

　困ったようにエミリアを覗き込むエドガーは、けれど、どこか幸福そうで。

　いやいやと駄々をこねるように小さく首を振れば、わかっている、と言いたげに、彼女を抱きしめ、唇を奪った。

「──ん、ぅ……」

　舌を絡め取られ、エドガーの口内に招き入れられる。かすかにミントの香りを感じ取るのと同じタイミングで、敏感な舌先を舐め吸われ、唇の端からどちらのものかもわからない唾液がこぼれ落ちるのを感じた。野蛮なまでに濃密で、本能に突き動かされるような行為に、ぎゅっと閉じた視界がふわふわと揺れる。

（こんなの、知らない──）

　愛する男と繋がる行為が、こんなにも幸福で、こんなにも甘いだなんて、どんな本にも書いていなかった。──ぼんやりとそう考えれば、うっすらとまぶたを開いた先で、エドガーが満ち足りた顔をしているのが見える。

「リア。愛してる」

「あ、ぁぁあああっ！」

　あとはもう、エドガーになされるままだった。

　限界まで抉じ開けられた隘路は、きゅうきゅうに雄の楔を締めつけ、最奥を突かれるたびに星が弾けるような感覚に酔いしれる。無意識に身をくねらせれば、ふるりと震える胸に注意を向けたエドガーに、先端の真っ赤な茱萸の実を摘まれ、ぱくりと食まれた。

　やわらかな唇に挟まれ、かたい蕾がそっと扱かれる。尖った先端には熱い舌がまとわりつき、ちゅくちゅくと吸われ、昇天しそうなほどの強い快感が絶え間なく背骨を走った。

「んあぁ、エディ、そこ、気持ち良すぎて、やぁ──！」

　過ぎる快楽が、嬉しくて、つらい。

　ほとんど涙声での懇願に、エドガーが胸の突起から口を離した。途端、唾液に濡れた淫猥な蕾は、外気に冷やされてぴんと張り詰める。

　それはまるで無自覚に男を誘っているようで、羞恥と解放感の入り混じった妙な気持ちにさせられた。

　同じようにエミリアの胸に視線を釘付けにされていたエドガーは、ごく、と低く喉を鳴らす。

　瑞々しく光るふたつの乳嘴をエドガーの両手でつままれるのと、彼が小さく「まったく」と囁いたのは、ほとんど同時だった。

　突然に敏感な突起を擦りあげられ、脳髄まで溶けそうな快楽の波に突き落とされる。合わせてやわらかなふたつの膨らみをやさしく揉まれれば、最後まで残っていた思考力は、呆気なく霧散した。

　そればかりか、エミリアの蜜道に鎮座する男根がぐちゅりとあふれる淫液を掻き出し、その愉悦が追い打ちをかける。

　怒張にまとわりつく淫襞は、彼女の意志とは無関係に快楽を味わい、まるで意思を持つかのようにびくびくと最奥から蜜口に向けて痙攣した。

「……気持ちよすぎて、おかしくなりそうだ」

　淫靡な欲を隠すこともなく、紅の髪を揺らして濃い琥珀色の瞳をエミリアに向けるエドガーは、全身から雄の色気を漂わせる。

「私、も──」

　何かが来ちゃう、と本能的に悟った。

　刹那。

　──びく、とナカの雄根が大きく跳ねた。その拍子に、切っ先がエミリアの蜜道の奥にある子宮の入口をこする。

「ぁぁあああっ！　あ、やぁ、だめ、奥、気持ちい、い──！」

「リア──！」

　爆ぜた、と悟った時には、エミリアはエドガーと共に歓喜と法悦の中に放り出されていた。頭の中が真っ白になり、一瞬だけ世界の音が遠ざかる。

（も、駄目──……）

　やっと解放された身体は、背骨ごと大きくしなる。

　けれど、そうしている間にも、勢いを失わない陽根が、蠕動する隘路のナカで暴れ回ることをやめない。

　愉悦に呑まれて身じろげば、まだ足りない、とでも言うように、エドガーの大きな両手が彼女の腰を掴み、震える蜜路を繰り返し穿つ。

「ゃ、あ、……エディ、まだ、……イッてる、からぁ……ぁァあっ！」

　充分に追い立てられ、登り詰められたはずなのに、地上に降りることを許されず、さらに質量を増した熱杭を与えられればたまらない。絶頂の直後、まだ先があることを暗に仄めかす陰茎が、ぐりぐりと根本まで埋められ、その衝撃で剥き出しの淫蕾が擦れた。

「……っ、エ、ディ……ゃ、……また──っ！」

「リア──」

　火傷しそうな熱い声に名前を呼ばれた。その瞬間、隘路の奥で、エドガー自身がビクッと震えたのを感じる。

　小さく跳ね回る陰茎が、彼女のナカを塗り変えるようにぴゅくぴゅくと吐精する。

　愛する男の白濁にまみれれば、初めてではないのに、あたかも初めてのような、世界が色を変えるような衝撃を覚えた。

　気怠い、という感覚さえ、エミリアの身体に戻ってくるまでに時間を要した。

　早鐘を打つ心臓がやっと落ち着き、敷布の冷たさが心地いいと感じられるようになったのと同時に、まだエドガーの屹立が自身の中に収められたままであることも悟る。

「エディ、あの──」

　微かにあった違和感の正体が、まだ猛々しさを失わない雄芯であることを理解し、半ば無意識に最愛の男の名を呼べば、何故か隘路を穿つそれが力を漲らせる。

「リア。──俺のもの」

　彼女の顔を覗き込む琥珀色の瞳。

　肌にかかる、少しだけ荒い彼の呼吸。

　思いをぶつけるように一瞬だけ重ねられた唇。

　独占欲を抱くことはあっても、嫉妬に苦しむことはあっても、所有欲を見せつけられて幸福だと感じたことなどなかった。それなのに、自分がエドガーのものになったのだと言われれば、もうそれだけで至上の幸福に包まれる。

「愛してる──」

「……私も」

　繋がったまま、またゆっくりとエドガーに寝台に縫い留められ、やわらかな口づけを与えられて。

「……ん、ふぅ──ァあ、んっ！」

　そのまま己の精を掻き出すようにぬちゅぬちゅと律動を始める彼に、エミリアは、夢見心地で甘い嬌声を上げた──。
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　『濃蜜ラブルージュＦ＋』様の方では、はじめまして。太おお田たまりえです。

　この度は『淫紋を刻まれたら、なぜか初恋のエリート騎士様と極甘同棲することになりまして』をお読みいただき、本当にありがとうございます！

　初めてのファンタジー作品ということでお話をいただいた直後はかなり緊張しましたが、淫紋に乱される無垢なヒロインと、彼女に甘々な年上ヒーローは、書いていてとても楽しかったです。

　表紙イラストは、浅あさ島じまヨシユキ先生にお引き受けいただきました。可愛らしさの中に妖艶さのあるヒロイン・エミリアと、はだけた胸元と流し目が色っぽいヒーロー・エドガーで、ラフを拝見した時から太田はドキドキさせられっぱなしです。

　浅島先生、本当にありがとうございました！




　最後になりましたが、恒例の謝辞を。

　いつもいつも勉強になるアドバイスともったいないほどのお褒めの言葉をくださる編集担当様、出版に携わってくださったすべての皆さま、執筆に理解を示してくれた夫、そして、この本を読んでくださった読者様に、心からお礼を申し上げます。

　本当に、本当に、ありがとうございました！




　またどこかでお会いできることを祈って。






太田まりえ
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